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このたびは《カシオFX-602P》をお買い上げいただきまして、誠にありが

とうございます。

本機はアルファベット文字も表示できる50関数機能つきの《うす型関数

電卓》に、繰り返し計算や複雑でめんどうな計算に威力を発揮する《プ

ログラム機能》を加えた、高性能手帳タイププログラマブル計算機です6

ステップ数およびメモリーは512ステップ/22メモリーから32ステッフツ/88メモ

リーまでの可変式になっていますので、使用ステップ数または使用メモ

リー数に応じて合理的に分割して設定できます。

なお、本機に、別売アダプター《FA-1》を介して一般市販のカセットテー

プレコーダー(ラジカセ等)を接続しますと、カセットテープと本機のプ

ログラムおよびメモIノー内容の《データ転写》を行なうことができます。

この説明書は、第1部マニュアル計算、第2部プログラム計算の2部

にわかれており、それぞれ、計算機の基本的なご使用方法について

説明してあります。ご使用前によくお読みいただき、各機能を十二

分にマスターの上、ご使用上の注意を守って、末ながくご愛用くだ

さい。

製品裏面の銘板にありますIyl(BMマーク)は､電卓の品質向上とアフター

サービス体制の確立のため､(社)日本事務機械工業会が品質の認定試験基

準を定め、 これに合格した電卓だけに認定の証として許可されるマーク

です。
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一

この計算機は、カシオの高度な電子技術と品質管理のもとで、厳重な検査工程を

経て、皆様のお手もとに届けられています。

本機を末ながくご愛用いただくために、次の点にご留意のうえ、お取り扱いください。

■ご使用上の注意

●計算機は精密な電子部品で構成されていますので、絶対に分解しないでください。

また、投げたり落したり等のショックや、急激な温度変化を与えないでください。

特に､高温の所､湿気やホコリの多い所に放置したり保管することはしないでください。

なお、温度が低いときは表示の応答速度が遅くなったり、点灯しなくなることが

ありますが、通常の温度になると正常にもどります。

●アダプター差し込み口には、本機専用のオブシヨン以外は接続しないでください。

●計算機の演算中は､－〃を表示し、この間のキー操作は一部キーを除いて無効です

から、常に表示を確認しながら、確実にキーを押してください。

●電池は、計算機を使わない場合でも1年に1度は交換してください。

特に消耗ずみの電池を放置しておきますと、液もれをおこし、故障等の原因にな

りますので、計算機内には絶対に残しておかないでください。

⑦計算機のお手入れは、シンナー・ベンジン等の揮発性液体をさけ､｢乾いた柔かい

布」あるいは、 「中性洗剤液に浸し固くしぼった布」でおふきください。

■保証｡アフターサービス

●保証は、巻末の保証書の内容によりますので、よくお読みのうえ、記入事項を確

認して、大切に保管してください。

●万一故障したときは

⑪お買い上げ店 ②カシオ計算機サービスセンター

のうち、ご都合のよい所へ、必ず保証書をそえて、ご持参またはこ･郵送ください。

この場合、故障内容を具体的にお知らせください。

●修理依頼される前には、この説明書をもう一度お読みになると共に、電源の状態

および、プログラムミス、操作ミスがないかをよくお調べください。

●ご不明の点やご質問、お問い合わせ等は、84ページのカシオ計算機へ直接ご連絡

ください。
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■電源および電池交換について

この計算機は、 リチウム電池《CR-2032>2個を電源としています。

電池が消耗しますと、表示窓の数字がうすくなり、大変見にくくなります。このと

きは、下図に示すように、新しい電池と交換してください。

なお、計算機が正常に使用できても、 1年をメドに必ず電池交換をしてください。

囮電池交換の仕方

①電源スイッチを切ってから、裏面の電池ブタをはずします。

’②古い電池を2個とも取り出します。

（雪雲溌急職I熱零〈）
⑤新しい電池の表面に白粉や汚れがありますと

接触不良をおこすおそれがありますので、乾

いた布でよくふき、④側を上にして入れます。

④電池ブタで電池を押さえながらスライドさせ

てとじます。

Ｎ

〉
ｎ

厘Ｐロ

′＋、
CR－2032

′＋へ
CR－2032

〔注意〕交換前の電池の容量が残っている場合は、電池交換を手早く行なえばメ

モリー内容、プログラム内容が消えたり、変わったりする事はありませ

んが、必ずそれぞれの内容をご確認ください。

また、電池容量が規定値以下の場合はメモリー内容、プログラム内容が

不定になりますので電池交換後必ず

スイッチON凧同回回凧回阿岡凧四四回と操作してください。

■別売アダプター(FA-I)について

本機のプログラム内容およびメモリー内容をカセットテープに保存しておき、必要な

ときにその内容を再び計算機にもどすことができます。

このためにはアダプターFA-1(別売)と、カセットテープレコーダーが必要です。

なお、このカセットテープレコーダーは一般市販のラジオカセット(ラジカセ)のよう

に、 「MIC｣(マイク)端子と「EAR｣(イヤホーン）または「MONITOR｣(モニター)端子

のあるものならば、現在市販されているほとんどの機種が使用できます。

また、これらを利用することにより、楽譜の｢音符」と「長さ」を計算機に入力してラ

ジカセより「メロディ」＝｢音楽」として出力させることもできます。

あわせてご検討ください。

使用方法の詳細に関しましては「FA- l」の説明書、および81ページをご覧ください。
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DFX-SO2Pの内部レジスター(操作上関係のあるもの）

’
Xレジスター(表示）

Y(L,)レジスター

L2レジスター

L3 "

●四則計算および関数計算を行なう

（麦修三夛篁畠憲籍墓記号は）

●カッコ計算および加減・乗除の

優先判別計算用
一一一一一一一一一一一一一一一一一■■一一一一一一一一一一一一一■■

L,,レジスター

遜 孫〃〆雛堂を, ‘乞椛
P／
一一

グ

〃
銘毒垂乙

｡●●

●独立メモリー最小22組～最大88組(MOO～M79,MF,M1F～M7F)および

標準偏差計算のZx2,Zx,〃集計用(MO7,MO8,MO9のみ）

※本書で、独立メモリーを一般的に表わす場合は「M〃レジスター」と記します。

－4－
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､－1 POWER 電源スイッチ

ツマミを左にスライドさせると電源オンになります。

なお、電源オフにしても独立メモリー内の数値は消えません。

INVhyPKHL丁RUNWRTPCLDEGRADGRAALPHA
■ ■□□ ■ロ■ロロ ■ 巴■■■甲 ■■ ■■■■■ ■は■ ■、 且■■

雪雪
■■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■■ ■■ ■■ ■
■ ■ ■ ●■ ■■■■ ■ ■ ■ ■■ ■■ ■■－
■ ■ ■ ■ ■ ■■ヱロ ■ ロエ ■~■■■■
■ ■ ■■Eロロロ ■■ ■ ■ ■ ■ ■■■ ■
■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
■■■ ■■ ■■■■■ ■■■ ■ ■■■ ■■■ ■ ■■■ ■■ ■■■

表示窓

計算数値や答を表示します。仮数部は、それぞれの桁が横5×縦7のドット(点)で

構成され、数値を最大'0桁(負数は9桁)を表示します｡(数字0は↓･＃と表示します）

右はし3桁は指数を最高士99まで表示し、指数が必要ないときは消えています。

なお、演算中は指数部最下桁に､一"が、また、 、DEGハRAD"､GRA"の角度単位

や、 、INV"(囮キーを押したとき)、 、hyp"(団キーを押したとき)、 、K"(定数計算中)、

､RUN"(計算状態中)、 、ALPHA"(文字入力状態中)などの記号も、 それぞれの

状態のとき表示します。状態表示にはこの他に､HLT"、 、WRT"、 、PCL"があ

りますが、 これらは第2部に説明します。

また、仮数部には｜ |桁の範囲内で60進数やアルファベット文字、記号等を次の

ように表示します。

”
画

８

画
面
軍

■
●
陣
■
０

９
●
●
●

一
■
函
９
重

画
■
■
ゞ

■
日
■
■
”
●
■

■
、
茸

、
●

■
、
●

■
●
■
、

配
り
画

■
，

空室写毎句■■

□ o O
D ■ ■

●
g
●

■ ■■■ ■■

■■ ■ ■ ■ ■
● 0 ■ ●
■ ■ ●■

● ●
● 、
＝B＝巳=

●60進数表示例

●アルファベット大文字表示例

｢亜雇言羅壺扇司●アルファベット小文字表示例

●
０

■

■
■
■
■

Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｏ

■
●
０
●
■

０
０

－
●
■

０

０
０
０

日
■

■ ﾛ ■ ■ ■

● ■■ 亨一弓■ D
pG雪e O8QEO ■ 0“8■ ■

8 ．00． ． 。"00 00●記号文字表示例：
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皿インバース(逆関数)キー

キーパネル面に茶色で記されている関数命令や機能を行ないたいとき、および

アルファベットの小文字や茶色のUで囲まれている記号を表示させたいとき、

それぞれのキーの前に押します。

なお、回を押すと、表示窓に蝋INV"を表示して回キーが押されたことを明示し

続けて回を押すとﾞINV"が消え、回を押す前の状態になります。

田～回向日置数キー(数字キー、小数点キー）

、置数(計算機に数値を入れること)のとき、数の上桁より順に入れます。

□は小数点の位置で押します。

★置数は最大'0桁(負数および小数点以下は最大9桁)で、それ以上はいくら数

字キーを押しても計算機に入りません。

●画聖□……有効桁数丸め指定

LI～9,0の数値(0はIO桁指定）
表示数値を｢上桁より何桁目まで｣と指定し、それ以下を四捨五入します。

例えば、回酩回とすれば、上位より5桁目が四捨五入され、4桁の数値とな

ります。

●圃酷黒D･…･･小数以下丸め指定

LI～9,0の数値(0は小数以下なし）
表示数値を｢小数点以下何桁目まで｣と指定し、それ以下を四捨五入します。

例えば、回酩畠回とすれば、小数点以下の3桁目が四捨五入され、小数以下

の桁数は2桁となります。

、囮幽･…･･乱数発生

0.000～0.999までの一様乱数を発生させます。

、囮士……平 均（正）算出

簡 脈”
●圃回畠…2乗和(zx')算出

一之_当立

●囮品……標準偏差(o;,)算出

●四回品…総 和(zz)算出
Qg

＠回品……標準偏差(oh-!)算出

⑳圃回＆…データ数（〃）算出
ウヂ
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錨ﾓｰドｷｰ/ｱﾙﾌｧﾓｰド(文字入力状態)指定ｷー

●計算機の状態および角度の単位をあらかじめ指定するとき団～日の数字キーや

ロキーと合わせて押します。

回、…､RUN"を表示し、マニュアル計算およびプログラム計算を行なえます。

回回…､WRT"を表示し、プログラム書き込み、チェックが行なえます。

回目…､PCL"を表示し、プログラムクリヤーが行なえます。

※､WRT"および､PCL"モードに関しては第2部で説明します。

回回…､DEG"を表示し、角度の単位をく度>に指定します。

回固…､RAD〃を表示し、角度の単位をくラジアン＞に指定します。

回同…蝋GRA"を表示し、角度の単位を<グラジアン>に指定します。

（参考90度=7V/2ラジアン=100グラジアン）

★電源オンでは自動的にぃRUN< 、DEG"のモードとなります。

なお角度単位が指定できるのは、RUN〃モードのときだけです。

g1皿□□□……使用可能なﾒﾓﾘｰ数を指定できます。
L20～80の数値(これ以外の数値のときは働かない）

MOO-24,F-IF472 と表示し、例えば、皿口回固と押せば

Moo～M24および、MF,M1Fの27メモリーが使用可能になります。

（472は、 このとき使用可能なステップ数です……第2部参照）

ロゴノ皿□口ご二世用可宜信なメモリー数直通且且｡と_さ押せば、そのときのメモリー数
L_/豈〆－－－－～一一一

を表示します。

9) ●囮綴……､ALPHA"を表示し、アルファモード(文字入力状態)になります。
（

アルファモードになると、各キーの下部に緑色で記されたアルファベットや

記号および、数字や四則命令記号等を表示させることができます。

（計算はできません）

なお、アルファモード中に囮鑑と押すと、ALPHA"が消え、通常の状態に戻

ります。

－7－



囲自図圏目四則計算キー､イコールキー

●加減乗除の四則計算をするとき、算式通りにそれぞれの位置で押します。国を

押すと最終の答が求められます。なお、四則計算キーを続けて2回押すと、K〃

を表示し、定数計算('7ページ参照)を行なう命令になります。

●皿出……べき乗命令工(任意の数)のり(任意の数)乗を求めるとき押します。

・回生……べき乗根命令苑の冴乗(〃乗根)を求めるとき押します。

●囮畠……座標変換命令直交座標→極座標の座標変換のとき押します。

●皿昌……座標変換命令極座標→直交座標の座標変換のとき押します。

・回畠……パーセント命令割合や比率、割増し、割引き、変化率(増減比率等）

の計算のとき押します。

ON

四オールクリヤーキー

●M"レジスター(独立メモリー)を残し、他のすべてをクリヤー(ゴハサン)にすると

き押します｡ (Xレジスター、Yレジスター、カッコ用Lレジスターのクリヤーお

よび、アルファモードの解除を行なう）

、エラーチェック、Error〃表示(I4ページ参照)のとき、エラーを解除するために

押します。

●オーートパワーオフ(自動節電機能…'4ページ参照)が働いて、表示が消えていると

きに、電源オンにするために押します。

巳クリヤーキー

押しまちがった数値(指数や角度等の置数を含む)や文字の訂正および、混合計

算中の関数の答や、カッコ計算中のカッコ内の答を消したいとき、それぞれの

直後に押します。今までの計算を残し、表示(Xレジスター)のみが消えます。

また､( )Error"表示(混合計算およびカッコ計算用Lレジスターのオーバー)のと

き押せば、直前の数値が表示されますので、それまでの答を求めることができます。
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兀

団工キスポーネント(指数部置数)キー／パイキー
F

、指数部を置数するとき､仮数部の置数後に押します。

例 2．56×'034－→2．56回34

☆指数部は最高±99までで、それ以上は、あとから押した2桁が指数になります。

、円周率(汀)を置数したいとき、直接押します。なお、置数後でも囮に続いて押

せばうてが表示されます。

●雫…･…･･メモリーキー(回～田)に続いて押せば､MFレジスターを指定します。

例 MFレジスターに25を加える－－→25回雫

例 M1Fレジスターの内容を表示させる－→四四雫

笛ｻｲﾝﾁｪﾝジｷｰ/ｱブｿﾘｭｰﾄ(絶対値)キー
④表示数値を正→負または負→正に変えたいとき押します。 また國後に押します

と、指数部の符号を変換て､きます。

●表示数値の絶対値を求めるとき、囮に続いて押します。

（本書ではこの場合回回と記し、以下のキーもこの記し方に準じます）

笛ｶｯｺｷｰ/ｲﾝﾃジｬｰ(小数部除去)キー
●カッコ計算（ ｜ ｜レベル･最大33重）の開きカッコの位置で押します

（本書では回と記します）

●表示数値の整数部だけを取り出すとき、回に続いて押します。

笛ｶｯｺｷｰ/ﾌﾗｸｼｮﾝ(整数部除去)キー
●カッコ計算の閉じカッコの位置で押します。(本書では回と記します）

●表示数値の小数点以下だけを取り出すとき、回に続いて押します。
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愚ﾚジｽﾀｰ変換キー
●Xレジスター(表示数値)と、Mnレジスター(独立メモリー)の内容を入れ替える

とき、数字キーや雫キーと合わせて押します。

例表示数値とメモリー05番(MO5レジスター)の内容を入れ替える→圃回回

●XレジスターとYレジスター(計算機内部の演算数値)を入れ替えるとき、回に続

いて押します。

虚ﾒﾓﾘｰｲﾝｷｰ/ﾙｰﾄｷー
・表示数値をM"レジスターに覚えさせるとき、数字キーや、雫キーと合わせて押

します。前に入っていた数値が消え、新たな数値が入ります。

●表示数値の平方根(ルート)を求めるとき、回に続いて押します。

死2

皿メモリーリコールキー/2乗キー
●M"レジスターに入っている数値を表示させるとき、数字キー等と合わせて押し

ます。メモリー内容は変化しません。

●表示数値の2乗(自乗)を求めるとき、回に続いて押します。

色ﾒﾓﾘｰﾏｲﾅｽｷｰ/逆数キー
●表示数値をM"レジスターに減算(マイナス合計)したいとき、数字キー等と合わ

せて押します。

●表示数値の逆数を求めるとき、回に続いて押します。

虚ﾒﾓﾘｰプﾗｽｷｰ/階乗キー
●表示数値をM"レジスターに加算(合計)したいとき、数字キー等と合わせて押し

ます。

●表示数値の階乗を求めるとき、回に続いて押します。

『

★メモリーキー（団、田、囮、回、回） を押すと、表示窓にそのキー文字と2

桁の数値入力が必要なことを表示します。 2桁(Fメモリーの場合は雫のみ）

の入力が終ると前の表示に戻りますが、あらかじめ設定されているメモリーNo

以外の数値を入れたときは、 2桁目の数値が入りません。

この場合はもう一度メモリーキーから押し直します｡(日キーを押すとメモリー

キーを押す前の表示に戻ります）
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錨標準偏差デｰﾀ入力/削除キー
●標準偏差計算で、データ入力キーとして押します。

●標準偏差計算で､入力してしまったデータを削除するとき、回に続いて押します。

謡園圏三角関数ｷｰ/逆三角関数キー
●表示数値の三角関数(sIn、COS、 tan)を求めるときそれぞれ押します。

・表示数値の逆三角関数(sin!、co5'、 tan!)を求めるとき、回に続いてそれぞれ

押します。

囮ハイパボリックキー

●表示数値の双曲線関数(sInh、COSh、 tanh)を求めるとき、囮、回、回の各キー

の前に押します。

・表示数値の逆双曲線関数(sIn"!、cosIT!、 tanIT')を求めるとき、、団団のよう

に押します。 （囮皿)団と押してもsInif'が求められます）

←

囮エンジニアリングキー

表示数値を指数表示およびその指数部が3の倍数になるように変換するとき押し

メガ ギガ ミリ マイクロ ナノ

ます｡(3の倍数: ,03=r､ |06=M、 |09=G、 IO-3=m、 |0-6=〆、 |0-9=n、

，0-'2=上;）

例12.3456

1回目の回

2回目の回

次の回

次の回

次の回

12.3456

1回目の回国

2回目の回囿

次の回国

次の回国

(変化なし） 次の回国

囮

囲

(変化なし）

上例のように、 1度目の団および回団はどちらも指数表示への変換で、それ以

後、回は指数が3ずつ減り、回國では3ずつ増えます。

－’ ’一

12．3456

1.2345601

0.012345603

O.OOOO1234506

O・00000001209

0．00000001209

O・OOOO1234506

0．012345603

12．3456

1.2345601

12．345600
一

12345.6-03

12345600=06

12345600F06



色度分秒キー(10進数←今60進数変換ｷｰ）

●度･分･秒(時･分･秒)のような60進数を置数するとき押します。

例78.45'12"一→78国45回12回蛙初”上瀕騨フ
●'0進数の度や時間を度分秒(時分秒)で表示させたいとき、囮に続いて押します。

10工

回ログ710の兀乗キー

●表示数値の常用対数( '0を底とする対数)を求めるとき押します。

●'0の表示数値乗(表示数値の真数＝回の逆関数)を求めるとき、回に続いて押し

ます。

品ｴﾙｴﾇ/eの螺キー
●表示数値の自然対数(e=2.7182818…を底とする対数)を求めるとき押します。

●eの表示数値乗(回の逆関数)を求めるとき、皿に続いて押します。

笛パｯｸｽﾃｯプｷｰ/ﾒﾓﾘｰｵｰﾙｸﾘﾔｰキー
●団に関しては第2部に説明

●M"レジスター(独立メモリー)をすべてクリヤーしたいとき、回に続いて押します。

設定されている独立メモリーが一度に全部クリヤーされます。

茜ﾌｫﾜｰドｽﾃｯプｷｰ/標準偏差計算ｵｰﾙｸﾘﾔｰキー
●団に関しては第2部に説明

⑥標準偏差計算を始める前に集計数値用レジスターをクリヤーするために回に続

いて押します。MO7、MO8、MO9のレジスターのみがクリヤーされます。

※ここに説明してないキーおよび命令は、マニュアル計算には使用しませんの

で、第2部で説明します。
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や
一
一
一
一 腿

計算は、電源オンで､RUN"モードでないとできません。(､RUN"モード＝回田）

なお角度単位は､角度に関係ない計算の場合は何が表示されていても関係ありません。

囮計算の優先順位とレベル数

●本機は｢計算の優先順位｣を計算機自身が判別し、その順位に従って演算を行ない

ます。計算の優先順位は次のように定められています。

①関数

②虻〃,油

③×,÷

④十,一

1
優先順位が同じときは操作順に計算します。

なお、カッコが使用されたときは、カッコ内

の計算が最優先されます。 I
●カッコ計算を含めて優先順位の低い計算を計算機内に残しておくためにL,～L,,

のレジスターがあり、11レベルまでの計算を保留しておくことができます。

●1レベル内には3重までの開きカッコを組み込めますので、最大33重のカッコ

計算を行なうことができます。

※レベルのかぞえ方とLレジスター(4レベル5重カッコ例）

計算例2×(((3＋4×((5＋4)÷3))÷5)＋9)＝

操作2図四回四3囹4図囮囮5囹4回目3回回目5回囹9回白跡ご型
、--ﾉ’-------ハーハ －/ ↑
｜レベル ｜レベル 1レベル ｜レベル A

A点でのレジスター内容

』一i l

－’3－

h■ ロヨ ■一 ■ロ

〃 4

L 1 〔（ 〔（ 5＋

L2 4×

L3 〔（ 〔（ 〔（ 3＋

L4 2×

L5

L6

●
●
●
●
の



圏訂正について

、計算データの押しまちがい(置数ミス)を、計算命令キーを押す前に気がついたと

きは、すぐ．に臼を押し、正しく置数し直します。

③連続計算において、 まちがった関数計算の答およびカッコ内の答は、それぞれ

の直後に国を押し、正しく計算し直せば、そのまま計算を続けられます。

、田・園・函・園および回邑、回品の押しまちがいは、続いて正しい命令キー

を押します。この場合、あとから押した命令に訂正されますが、計算の優先順位

は訂正されません。

圏桁オーバーと計算エラーについて

計算機が、計算範囲をこえて使用されると、表示窓に､Error"または､( )Error"を

表示し、以後の計算ができなくなります。

これがくエラーチェック機能＞で次の場合にそうなります。

1 ．計算途中または答(四則計算、関数計算、標準偏差計算とも）もしくは独立メ

モリー内が±(9.999999999×'099）をこえたとき。

（メモリー内はオーバーする前の数値が残っています）

2．関数計算において78ページの被演算数の範囲をこえて計算されたとき。

3．標準偏差計算で、適当でない操作が行なわれたとき。

（例n=0で元やび,！を求めようとしたとき）

★以上の場合は蝋Error"表示｡鰯を押してエラーチェックを解除し､初めからやり直します｡

カッコのレベル数と、加減乗除(x9および職を含む)のレベル数が、合わせて

11以上になったり、開カッコを34回以上押したとき。

(例回キーを続けて31回押し、 2園3図を行なったとき）

4

☆この場合は、( )Error"表示。日を押すとエラー直前の数値が表示されますので、

レベルオーバーにならない範囲で計算を続けることができます。 また、唾を押

せば､初めから計算のやり直しになります。

★士（ ｜×'0-99)未満の答のときはエラーにならず、すべて瓠O〃となります。

囮オートパワーオフ（自動電源OFF)機能について

スイッチの切り忘れによるムダな電力消費を防ぐ自動節電機能で、操作完了後(プ

ログラム計算中を除く）約6分で自動的に電源オフになります。

この場合は､電源スイッチを入れ直すか、鰯キーを押せば､再び電源オンになります『

（電源オフになっても独立メモリー内の数値およびプログラム内容は消えません）
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囮加減乗除計算

●加･減･乗･除の四則計算は、算式通りにキーを押します。

例 題

23＋4.5-53＝-25.5

操 作

23囹4．5目53日

表 示 索
〃し、

－，55

56×(-12)÷(-25)=2688 1 56図12図囲25図国
※負数は、数値を置数後に図を押します。

268－8

12369×7532×74103=

6.903680613×1012

(=6903680613000)

12369図7532図

74103B 6.903680613 12

1.23÷90÷456=2.997076023X10~4

(=0.0002997076023)’
1．23g90g45･6B 2.997076023-04

※答がIOIo(IOO億)以上およびIO~2(0.01)未満のときは指数表示になります。

(4.5x1076)x(-2.3x10-78)=-0.01035

=-1.035x10-2

-0.01035

-1.035-02

4．5回75回2．3図団78図国

（指数変換)回

’
※計算結果が'0-2～'0'0までの場合は、指数部は表示されません。

指数表示にしたいときは回キーを使用します｡（| ｜ページ参照）

１
１

(1×105)÷7＝14285.71429 14285．71429

O.7142857

1囲5囲7白

(続けて)目14285白(1×105)÷7-14285=0.7142857

1

※計算は仮数部i2桁を使って計算し、計算は仮数部i2桁を使って計算し、 答は仮数部1 1桁目を四捨五入して表示しますが、レジ

スター内には仮数部に12桁がそのまま残っています｡(<わしくは77ページ参照）

●四則の混合計算は、加減よりく乗除優先＞で計算されます。

｜

垂
心
一

作
一

3囹5図6国

示例 題 操 表
＝一

33．3＋5×6＝33
－

7回8回4図5国 367×8－4×5＝36
－－

1＋2－3×4÷5＋6＝6.6 1 1囲2目3図4圏5田6白 6.6

－15－



圏カッコ計算

、カッコは11レベル最大33重まで計算できます｡('3ページ参照）

●開きカッコ(囮)は表示を一旦0.にすると共にカッコ数を表示し、閉じカッコ(回）

はそれまでのカッコ内の答を表示します。

操 作

100目回2囹3回

（続けて)図4白

５
０８

去
心

一
不表例 題

100-(2＋3)×4=80

2囲3回図回4圏5白 45(2＋3)×(4＋5)＝45

｢＝」の直前の閉じカッコは、何重であってもキー操作をはぶ※式の最初の開きカッコおよび、

〈ことができます。

10自囮2園7函回3圏6白 －5510-{2＋7×(3＋6） ｜＝－55

2囹3回図4圃

回5回6回図3回唖2白

|(2＋3)×4－(5＋6)×3}×2＝

－26 －26．

2×3＋4＝(2×3＋4)÷5＝2
5

※上例は、回のかわりに眉回のかわりに團

2図3囲4回園5固 2

を使用しても同じになります。

号(舟f)=02 0.22園3図囮8510glg2回目

回5図6囲6図8回囲

回15画4紐12図3回国

5×6＋6×8
=0.8125

15×4＋12×3 O.8125

＝(5×6＋6×8)÷(15×4＋12×3）

※複雑な分数の形になっている計算式は、 カッコ付の1行の式に置き換えて操作します。

)zU

10

副19目U2．bIgdZOm

3glOOnE

ｔｌ
ｌ

Ｊ
ｌ
－

－’6－



囮定数計算

、四則計算キーを2回(偶数回)続けて押すと、表示数値が定数としてセットされ、

表示窓に、K〃を表示し、以後は《数値白》で答が求められます。

例 題 操 作 表 示 窓

５
８
５

３
６
５－

23囲囹12国

45国

78図白５

５
８
５

３
６
一

半
一
昨
一
峠
一

２
５
ｊ

ｌ
４
８７－く

目
目
白

７
９
３

目
２
回

目
５

６
８

５ 1．4

－2．7

84944４

７
４

●
《
四
一
】
石
》

４
２
４

１
－
８

’
’
’
’
一
一

６
６
６

５
５
５

７
９
〕

２
ぴ×５８く

目
白
園

８
図
回

２
６
８

図
５
園

図
４
５

２
回

27．6

－54．72

75

２７

６
４

Ｉ
５
５

２
－
Ｚ

一
一
一
一
一
一川

一

２

２

×
×

朋
刑
５
－
８

４

固
冨
薗

８
５
５

７
１
４

目
回

目
２

６
１

９ 8．125

1．25 14

4．6875

78÷9．6＝8．125

(1.2×10'5)÷9.6=1.25×1014

45÷9．6＝4.6875

自
国
巳

９
８
回

図
６

図
囲

６
５

函
回

３ 162

144

198８９１－
－

２
４
〕

６
４
６

１
１
＋

一
一
一
一
５

９
８
く

×
×
×

｜
洲
洲
一

６×３

|(1.13)212＝3.138428377

川昌冒冨冒'313842837フ
1 ．331 （3乗）

68

57

17＋17＋17＋17＝68 17四m日日日

8＋8＋8＋11＋11＋1 1＝57 8田醗目冨閉田11回回戸白日

50-3.6-3.6-3.6-3.6=35.61 50目目3．6囮岡目日日日

（または3．6圃團50国日日月）

4×(謡3)=2, 4図回2圏3回目目

56圓

35．6

20.(分母）

2．8

※圏圏、麗圃でレジスター変換(四回)の機能と同じ働きになります。
’

－’7－



圏メモリー計算

＠本機のメモリーは22組～88組の範囲内で、あらかじめ指定することができます。
（指定の仕方は7ページ参照）
、メモリーとして回、回、囮、田、回の5キーがあります。

、メモリーキーを押すと表示窓にそのキー文字と2桁の数値入力（メモリーアド
レス）が必要なことを表示し、メモリーアドレスが完了すると前の表示に戻ります。
なお、 Fメモリーは囲を押しただけでメモリーアドレスの完了となります。

⑤あらかじめ指定されているメモリーNo以外のメモ'ノーアドレスをした場合は、

2桁目の数値が入りません｡(その場合はもう一度メモリーキーから押し直します）
、メモリーレジスターには表示されている仮数部'0桁の数値が入りますので、メ

モリーを使用すると仮数部'0桁で計算することになります。

⑨各メモリーは電源スイッチを切っても消えませんが、回函と押すと全て消えます。

例 題 操 作 表 去
心
。
。
。
。
。

２
７
０
３
２

示
３
４
９
３
２

四
回
四
回
①

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

団
囲
囲
圃
囲

團
目
白
園

９
６
２
３

鬮
目
図
囲

３
３
５
９

２
５
４
９

２
７
０
３

３
４
９
３

’
’
一
一
一
一
一
一

９
６
２
３

十
｜
×
。
｜
，

３
３
５
９

２
５
４
９

－）

合計 22

※メモリーに最初の数値を入れるときは函を使用します｡(従ってあらかじめメモリーを

クリヤーしておく必要はありません）

’7＋7＋7＋(2×3)＋(2×3）

＋(2×3)－(2×3)＝33

7回甲田甲囚雫2鰯3團田雫囲字

囲甲田字圃零 33．

●
●
●
●
●
●
●

４
５
８
４
９
４
７

２
１
１
１
１
２
５

回
回
回
団
回
回
回

回
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

団
囮
困
団
団
困
四

目
團
團

ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
回

団
囮
圃

９
６
９

鬮
鬮
圏

回
回
回

回
回
回

団
田
圃

８
５
６

圃
園
圏

回
四
回

ロ
ロ
ロ

皿
囚
囚

７
４
３

４
５
８

２
１
１

’
’
一
一
一
一

９
６
９

＋
＋
十

８
５
６

＋
＋
＋

７
４
３

(合計) 14 1924 57

7×4×12.3＝344.4

-12.3×(8＋5)＝-159.9

(12.3＋6)×9＝164.7

7鰯4畷123MpO1 ＝

MR□1挺函〔（8田5眉

〔〈 MR□ ＋ × ＝

44．4

匡OC

一且

112×(2.3＋3.4)－5＝63.4 囲3．4 。;一目5国

週30園15岡MR 。.~眉4．5田甲圃甲I30×(2.3+3.4+4.5)-15X

4.5＝238.5

－’8－



●関数計算は、それぞれの命令キーをデータのあとに押します。

●各関数は連続して四則計算、カッコ計算に自由に使用できます。

●関数の被演算数と精度は78ページの規格を参照してください。

圏三角関数(sin､COS、tan)、逆三角関数(sirT!､cog!､taIT!)

魅誌ぱ垣誌ラ
例 題

'4.25'36"＝14.42666667。

12.3456｡=12｡20'44.1" | 12･3456囮囲 12．20'44.1"

※60進数表示の場合は度･分･秒の各桁の合計が8桁以内となります。

sIn63｡52'41"=0.897859012 回回63回52回41国団0．897859012

．DEG〃

cos(子rad)=0.5 回固 金目3国回 O.5
．RAD"

35図団| -0.61280078阿同
1

．GRA‘

tan(-35gra)=-0.61280078
＝,ざ‘巧--ド、

咽45潔白| 059767247,
､DEG"2．sIn45｡×COS65｡=

0.597672477

sIITIo.5=30。

(sin"=0.5の兀を求める）

30､DEG" □5回田

‐
Ｏａｒ

⑤
。

《
０．

１
Ｏ
０

ｎ
Ｕ
ａ

ｑ
》
ｒ

兇
ｚ
４

洲
一
一

０一
一

厄
－
２

１－
ＳＯＣ

Ⅷ｡〃 ユ四回目2昌里畠|Q78539":0.25

taITIo.741=36.53844577｡

＝36.32'18.4” □74'鶚|:灘鰯Z
､DEG"

2.5×(Sin'O.8-COg'O.9)=

68.13' 13.5'’ ℃EG"ぷ謡罫;昌罵園1 68｡ ]3， ]35”

-19-



囮対数関数(Io9、 |n)、指数関数(10ｴ､ez､妬y､兀；）

諭辰函蒜石一－』一卜
IOgl.23(=IOg,ol.23)=0.089905111

操

In90(=109,90)=4.49980967 90E| 4.49980967

IO9456÷In456=0.434294481

(Iog/In比＝定数M)
.〆劣竿一白一塁ごく＝も獄と番一・

456回雫回自陶雫回目 O.434294481
' 0 ●ﾛｰﾛﾏタｭﾏ”｡｡－

101･23=16.98243652

（常用対数1.23の真数を求める）

1．23回囮’ 16．98243652

e4.5=90.0171313

（自然対数4.5の真数を求める）

4．5回回| 90.0171313

lO4．e-4+l.2. 102･3=

422.5878667

1回4図4囮同圃囲

隠胴､目' 422587866フ

5.62.3＝5258143837 5．6回畳2．3日’ 52．58143837

'23+(＝ｼｰE3)＝1.988647795 123回畠7白’ 1．988647795

42.5＝32

0. l62.5=0.01024

92.5＝243

xZJおよびエリは、

白
白
目

４
６
９

岨
剛

〃
函回５２ 32．

0.01024.

243．

＋－×÷と同様な定数計算ができます。

山/8目23m凧畠さ12個目’ 1－305111829Jbl l829 11

b4Nv 3 4E

皿＆2囹3岡晶3団4m畠も4E

－20－



|05.l+95.l+e5｣= 5．1回品回品10国囲雫

199615.7294 9亘囲雫1m回目陶雫圃雫 199615.7294

（5．1回囮圃9回凸5．1園5．1岡回目としても同様です）

2×3.4(5+6･7)=3306232.001 4回邑回5田6．7回目| 3306232.0012回3．

Io9sin40｡+Io9cos35｡＝

-0.27856798

その真数は．…･0.526540784

(sin40｡×COS35｡の対数計算）

40団回~濡罵|認:淵
阿同

↓
、DEG〃

囮双曲線関数(sInh､COSh､剛h)、逆双曲線関数(sInh-!､COSh-!､伽肺')

操 鵬L皇壼－丞一匙

3･6mml ]828545536
例 題

sInh3､6=18.28545536

2．5回回l O.986614298tanh2､5=0.986614298

2.352409615

O.22313016

－1．5

1．5回雫団固圏

囲甲胴岡目

（続けて)囮

coshl .5-sinh1 .5=0.22313016

:=e-1･5

(coshx±sinhx=e士ズの証明）

siniTI30=4.094622224 30回回国| 4.094622224

cosif|(f)=q795365461 20gl5白四囲園| 0.795365461

口圖凰回蜜日……
tanh4%=0.88のとき兀は？

↑角nITIO.88 '､ ',a,一一刀＝_迫[1］ =0.343941914
4

sInIT12×COSiT1 l .5=

1.389388923 2写要図;四目|","
－21－



囮その他の関数(､戸、妬2， )/f、妬! 、 HAN#､ABS、 IⅢ、FHAC)

…ぱぶ
例 題

J~r+J~g=3.65028154

54．22＋32＋42＋52＝54 2回回囲3m同囲4凧同鰯5回国圏

’ 12．3回同国4m岡富岡岡
l ' I =12
3 4

81 （＝｜×2×3× 40320.8回回×7×8)=40320

’
阿醤’ （例)0.570乱数発生(0.000～0.999の一様乱数です）

’

r序~=~F+月z~干~F=17 nl3回圃自5回国回圃岡田

17．回3m同囲4回国回囮同目

ｊ明

３

証

４４

の

Ａ
“
０

Ａ
必
０
◎

峠

０
０

６
４

６
Ｓ
７
０

０
Ｃ

ｌ
’
一
一

一
『
峠

0.766044443

40

四回1g40mm岡目、同

、DEG" （続けて)回国

|/21＋|/41＋|/61＋|/8!＝

0.543080357

2m同阿岡鬮4回nm岡鬮

6囮]同佃圀鬮8mnm岡冨 0.543080357

’01

,0P#=-I-mgzJT=5040

121

'2C,=5!( If=5)!=792

5040.10m回團回10g4mm岡目

12阿回園回5回nm

回12目5回、n回目 792

苦の常用対数の絶対値は
|log-¥|=ql24938736 3目4国回回囲 O_124938736

Z器旦の整数部は……-8’

Z巽旦の小数部は"……･0.25

81．7800g96團凧同

O.257800B96圓岡凧

1173540.

0．99953

2512549139囲2141国

（続けて）回回

2512549139÷2141

は割り切れるかワ ’

－22－



圏座標変換(R→P、P→R)

●直交座標(Rectangular) 、極座標(Polar)

）
）

｜

Ｐ↓Ｒ

z'<7
｜
評

X

≦'80°の範囲イーレFO）〃L工一IHI

内に求められます。

(､RAD"も蝋GRA"も同様範囲内です）

例 題 操 作 表 示 窓

24．98979792(r)

55．55，42．2”(‘）

阿同
↓

、DEG”

14回畠20･7B

(続けて)回國岡同

X=14、 〃=20.7のとき

γおよびa･は？

同日
↓

、RAD〃

7．5回畠10図皀

（続けて)四回

12．5(γ）

-0.92729521(rad)

x＝7.5、 Zノーー'0のとき

γおよびeradは？

13．97982259(工）

20.72593931(y)

25回畠56白

（続けて)阿回

γ＝25， 8＝56｡のとき

妬および〃は？

､DEG"

γ=45､‘=号"radのとき
妬および〃は？

､RAD"4･5回昌回2目3図金回国

（続けて)回圃

-2.25(z)

3.897114317(y)

圏パーセント（％）

例 題

●割合 1,500ccの17%は？

’500×丁f=255 (cc)

●割増し 6209の15%増しは？

620+620×舟=713 （9）

●割引き 7.53Vの4%ダウンの値は？

753-753×市=7.2288(v)
●比率 7.8mは9.6mの何％か？

器×'00=8'25(%）

1500ml7回豊 255．

620E15回畠囲 713

7．53図4m鵠目 7．2288

7．8因9．6四畳 8125

－23－
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’②変化率

1）5009の試料に3009を加えると、

300＋500 、， ,ハハ ･穴向 ，の/、
×’00 (％）

初めの何％となるか？

300E500回豊

何％アップしたと言えるか？

46g40回豊

。 何％減ったことになるか？

シンンーシンシ哩 160＝160
,U,′ 、/‘'′500 ′、 ’､'､ノ

2)40.Cの温度が46｡Cになったとき、何％アップしたと言えるか？

46示40×'00＝15(％） 46g40I
40 ′、 , ､J,' ,､'、/‘'′

15

3)500ccの水溶液が400ccになった。

400－500、／ ，ハハ の八，ハハ
xIOO 400B500回畠 -20.=-20(%)

500

●パーセント定数

1） '5009のI5%は……2259

〃 の23％は……3459

〃 の25％は…･･･3759

2） 309は'929の……15.625％

’569は〃の……81.25％

3) '2009に6009を加えると初めの

〃に5109を 〃

4） ’389は'509の｡…・・ 8％ダウン

’569は〃の･･…・ 4％アップ

1500函図15回畳

（続けて）23回畳

（続けて）25回畳

225．

345．

375．

15．625

81．25

150.

142．5

－8．

4．

％
面
％
面

回
回

０
６

３
５

目
１

囲２９１

･ 150% 1200囲囲600回豊

142.5% 510回豊

％
国

％

巨

回
回

８
６

３
５

１
１

圏團０５

罰有効桁数指定、小数以下指定、工学浮動小数(RND,FIX,ENG)
操 作 表 示 窓例 逢

]O÷6＝16－66666666． 100B6E

（有効桁数4桁指定)回煕同

(小数以下5桁指定)回煕黒目

16．66666667

1．66701

16．66667

※指定を行なうと、指定桁の下1桁目が四捨五入されて表示されますが、

もとの数値が残っています‘

なお、有効桁数指定を行なうと指数表示になります。

200÷7×14=400 1 200B7am叫黒回

（続けて)函14白

※指定後に計算を続けると、表示数値を使用して計算が続けられます。

レジスター内には

28．571

399．994

O88.

O8803

125

1.25-03

123 固
國
圓
國

朋
國
船
団

４
圏
函
８

56

56．

0．O8

8

123m×456=56088m

=56.088km

7．89÷96=0.081259

=81.25m9

7
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亜》偏ェ計算の仕不

●標準偏差計算は、回國でデータ集計用メモリー(Mo7,M08,Mo9)をクリヤーして

から始めます。

●標準偏差計算中でも、M07,M08,MO9のメモリーを使用しなければ、他のすべて

の計算(プログラム計算も含む)を行なうことができます。

囮データの入力方法と計算式

・個々のデータは《データ回》と押し、同一データが続くときは回をその回数だけ

続けて押します。

●度数つきデータの場合は《データ図度数回》と押します。

なお、度数は小数付でも入力できます｡（画像分析、確率分布等）

●標準偏差

j遁 １
１

い
い
る

使
る
使
す

を
め
を
定

夕
求
夕
推

一
を
一
を

デ
差
デ
差

の
偏
ル
偏

部
準
プ
準

全
標
ン
標

団
の
サ
の

集
団
の
団

母
集
中
集

限
の
団
の

有
そ
集
そ

Ｉ
Ｉ

ぴ71＝ ﾆニニ

〃

産三三ぴ〃一.l＝ /宣壽率三二二

⑳平 均

Ｉ工
ｌ

、
マ
ー
ニ

①
■
■
■
巳

兀

冗

夛
一

元＝
〃

題

一手
堅回国55回54回51回55回

表 示
去
心例

データ

53、

55， 54， 51 ， 55，

53， 54， 52の場合 53回回54回52回

（標準偏差口"は)回品

（標準偏差凧,は)回品

（平 均rは)回品

(データ〃は)回ロロ

(総 和zxは)四回日

(2乗和菖x'は)圃口回

52．

1．316956719

1.407885953

53．375

8．

427．

22805.

※答は、どの順に

キーを押しても

かまいません。

’
(続けて)回畠岡同

、帛自自55白

54白

51日

1．982142857(不偏分散）

1.625(55-x)

0.625(54-x）

-2.375(5I-x)

上例デ一夕の不偏分散および

各データと平均との差 は？
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下表の元およびoh-1は？ 回
回
回
回
回
回
出
品

０
１
４
回
回
回
四
回

卿
卿
卿
伽
咽
回

１
３
５
旧

１
１
１

国回 110.

130.

150.

170.

190.

70.

137.7142857

18.42898069

叩8ExM:)
SXz 13'r)クワワ〆

★ミス入力したデータの肖I除、訂正I(正しくは51回と操作）

①50回一→続けて回国、その後正しく操作

②何個か前の49回一→49回国、その後正しく操作

③51図一→続けて1回または函後正しく操作

★ミス入力したデータの削除、訂正II(正しくは130m31回と操作）

①120図一→国後正しく操作

②120m31-→配後正しく操作

③120m30回一→120m30回国、その後正しく操作

④何行か前の120"30回一→120"30回因、その後正しく操作
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階級No. 階級値 度数

１
２
３
４
５

I IO

l30

150

170

I90

'0

31

24

２
３

合 計 70



－1ルに ルファモー

＠.RUN〃モードに於て（､RUN〃モード＝魎団)、回鑑と押すと、ALPHA〃を

表示し、アルファモード(文字入力状態)になります。

●アルファモードとノーマルモード(､ALPHA〃を表示していないRUNモード）

との違いは、 ノーマールモードが一般の計算ができるのに対して、アルファモー

ドは表示だけのためのモードであり、アルファベットによるコメント(注釈)を

表示したり、AR、 緋、 ；などの命令により単位等をつけた答の表示を行なうた

めのモードです。

●アルファモード中は、皿、回、回、回、画、四、國のキー以外はすべて文字また

は記号の入力キーとなります｡(文字や記号はパネル面に緑色で記されています）

●アルファモードで表示する文字や記号等を「アルファ文」と言います。

囮アルファモード中の各キーの働き

国～田(皿、回、回、回を除く）－→直接押すとアルファベットの大文字。

ト適硬適垂証ﾗｱ今ZF亟哀罰
団～回、口、□、田、日、図、田一→直接押すとそれぞれの数字や記号。

回に続いて押すと各キーの下に記されて

いる記号。

國一→直接押すと指数記号E・回に続いて押すと記号元。

E}－→記号＝《〕

回霊一→スペース（表示に|文字分のアキを作る）。

凧四、魎回、皿ロー→､RUN"､WRT"､PCL〃へのモード切換え。

（角度単位変更や皿口回等は不可）

団、回、回－－→ノーマルモードのときと同じ働き。

皿鰡－→アルファモードの解除。

回寧一→表示連続命令。

；に続くアルファ文を直前のアルファ文に連続して表示します。

回需一→メモリー代入命令。

指定するメモリーの内容をアルファ文の中に代入して、アルファ

文として表示します。
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回亨一→表示代入命令。

表示数値をアルファ文の中に代入して、アルファ文として表示しま

す。

国一一→表示のクリヤー。（アルファモードは解除しない）

願－－→表示のクリヤーおよびアルファモードの解除。

囮 ；,緋,ARの使用例

例I ABCとabcを続けて表示する(途中で計算をする）

回髄国辱写回錨,4図43日函甲鬮

回侭回国回国回専回国囮錨二→「可百己~盲氏－1

例223×5の答を｢苑＝□□□km」と単位をつけて表示する

23図5自回錨圖回甲目回字画要四専皿温一に~万~三"g1m
二の曙- ' 1菖妓;『ご

例3MFの内容(例|で入力済)を「FX－□□□Pjと表示する

回趨甲寧日皿團甲四m擶一
／、

どの霧6oz麦示Q

FX-602P

☆以後本書および付属のライブラリーではアルファモード中の文字および記号は

キーマークとの併記をしないで、その文字または記号のみを記します。

特に； （回キー)と： （口キー)は使用目的が全然異なりますのでご注意ください。
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1

第皀部

ロクラム計の仕方

第2部は《カシオFX-602P》のプログラム機能のうち、プログラミング(プログラムの

組み方)を中心に説明してあります。

プログラム計算が便利なものになるか否かは、プログラムの内容によります。 また、

プログラミングはすべて理論的に組み立てられますので、それぞれの基本を完全に

理解し、より良いプログラムを組み、効率よく本機を使用してくださることをお願い

します。

フロクラム言 ．.に必･:・ 部の ハとその百二 ：：

★プログラム計算にはすべてのキーを使用しますが、ここではマニュアル計算部で

説明したキー、および説明は省略しますので、 4～12ページおよび27～28ペー

ジも再度お読みください。
１
１

グー固定ガイド

画
旦
忽 グラムキー

グラム命令キー

グラム進行キー
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『

固～畠ブﾛグﾗﾑﾅﾝバ-(No.)ｷ-(代表記号回）
P5

r汚~”､､
PC～P9のう．口グラムNoを指定するとき、直接または回に続いて押します。

プログラム計算のときは必ずどれかのキーを押す必要があります．

猯モードｷｰ/ｱﾙﾌｧﾓｰド指定ｷー

①凧FI｢l[=l…・

↑
20～80の数値

使用メモリー数とそれに共なうプログラムステップ数を指

定します。

★メモリー数とプログラムステップ数の関係

※メモリー1組＝8ステップ換算で､凧同回同等の中間数も設定できますが、 こ

の場合のFメモリーは1桁目がO(上例では皿n回□)の場合と同じになります。

なお、すでに相当数のプログラムステップが使用されている場合は、書き込み

ずみのプログラムを保護するために、指定通りには設定しません。 この場合は

計算機が、使用ステップ数より逆換算し、使用可能なメモリー数を自動設定し、

表示します。

●圃囚|引・･……設定されているメモIノー／プログラムステップ数を知りたいと

き使用します。

例皿同ロー→

↓

l
↓

~M51 MF,M1F～M4F

－－－－256ステップ
メモリー57メモリー

－31－

指定 メモリー数 プログラムステップ数

凧何回回 22組(MOO～M19,MF,M1F) 512ステップ

画何回回 33組(MOO～M29,MF,M1F,M2F) 432ステップ

凧n回口 44組(MOO～M39,MF,M1F～M3F) 352ステップ

1 1 1 1 I

皿同同厄I 77組(MOO～M69,MF,M1F～M6F) 1 12ステップ

皿円目回 88組(MOO～M79,MF,M1F～M7F) 32ステップ

MOO-51,F-4F256



⑳皿①…帆RUN"(ランモード）

プログラム計算、マニュアル計算を行なうときのモードです。

●魎回….WRT"(ライトモード）

計算機にプログラムを｢書き込む」とき、および、書き込んだプログラム

の｢チェック」、 「追加｣、 「削除｣、 「訂正｣を行なうときのモードです。

※書き込み：計算機にプログラムを覚えさせることを、プログラムを書き込む

と言います。

③皿回…蝋PCL"(プログラムクリヤーモード）

計算機に書き込まれている複数のプログラムのうち､特定のプログラム

またはすべてのプログラムを消したいときのモードです。

●皿回….DEG"、魎固….RAD"、魎固…､GRA〃 角度単位がそれぞれ指定さ

れます。

●回趨…………ｱﾙﾌｧﾓｰド指定／解除

文字入力状態(アルファモード）にしたいとき、および、アルフ

ァモードを解除したいとき使用します｡(27ページ参照）

アルファモード中は表示窓に、ALPHA〃が点灯します。

皿ハイパボリックキー／パスワード指定キー

●、WRT〃中、 、RUN〃中に双曲線関数、逆双曲線関数の命令キーとして使用しま

す。

●､WRT〃中に、囮を押して回(プログラムNQ)キーを押すと、そのプログラムを

「パスワード付｣のプログラムとすることができます。

※パスワード ： 4桁のシークレット記号で、アルファモードで使用できる全て

の文字、記号が使えます。

自分が開発したプログラムを他人に知られたくないとき、およ

び、他人にプログラムを変更されたり、不用意に消されたりと

いった事故を防ぎたいとき、パスワード付のブロクゞラムにして

おけば、パスワードを知らない人はそのプログラム内容を絶対

に見ることができず、変更することもできません。

｜懸言鰯三憲簔使った計算は ‘《ｽﾜｰドを）
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畠昌昌邑邑邑数字ｷｰ/条件判断命令キー
数字キーは、WRT〃中、､RUN"中にそれぞれの数置を入力するとき使用します。

条件判断命令キーは、すべてぃWRT〃中にそれぞれの命令を書き込むときに皿に

続いて押します。

、回回…DecrementandSkiponZero

Mooレジスターを「－1 」し、Mooレジスターが「0」のとき次の｜命令を読み

飛ばし、｢O以外」のとき次の命令を読みます。

⑧四回…IncrementandSkiponZero

Mooレジスターを「+1」し、Mooレジスターが「0」のとき次の’命令を読み

飛ばし、「O以外｣のとき次の命令を読みます。

●佃同

xレジスター(表示)が｢o｣のとき次の命令を読み､ 「o以外」のとき次の，

命令を読み飛ばします。

、阿圃

Xレジスターが｢正｣か｢O」のとき次の命令を読み、 「負｣のとき次の｜命令を

読み飛ばします。

。m同

XレジスターとMFレジスターの数値が｢等しい」とき次の命令を読み、

「異なる」とき次の｜命令を読み飛ばします。

、同回

Xレジスターの数値がMFレジスターの数値よりも「大きい」か｢等しい」とき

次の命令を読み、 「小さい」とき次の｜命令を読み飛ばします。

国オールクリヤーキー

M"レジスター以外のすべてをクリヤーする命令を書き込むと

き使用します。

M〃レジスター以外のすべてをクリヤーするとき押します,、

プログラム計算の演算中(．－〃表示中)に押すと、プログラム計

算が解除されます。

指定したプログラムだけを消すとき押します。

*WRT〃中

$RUN〃中

､PCL〃中
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臼クリヤーキー

書き込まれたプログラムの表示されているステップの命令を消

したいとき押します。

置数訂正などのとき、表示を消すために押します。

､WRT〃中

､RUN"中

剛USE

匝〕 ホルトキーノポーズキー
●回……プログラムストップ

､WRT"中……データ入力や答表示を行なうためにプログラムをストップさせ

るとき使用します‘プログラム計算中にこの命令が読まれると

､HLT〃を表示してプログラムがストップします。

､RUN"中……プログラム演算中(時間のかかるプログラム計算の途中等で)こ

のキーを押すと、押された時点の命令を実行後、プログラムが

停止します。

③囮師団…プログラム一時ストップ

､WRT"中……プログラムを一時的にストップさせるとき使用します《）

プログラム演算中にこの命令が読まれると、 約|秒間プログラ

ムがストップ°し、その後再び自動スタートします。

出ﾗべﾙｷｰﾉｲﾝダｲﾚｸﾄｷｰ
＠回……ジャンプ先番地指定

､WRT"中……無条件ジャンプ．のジャンプ先番号を書き込むとき使用します。

●回囮…間接アドレス指定

､WRT"中……メモリーおよび無条件ジャンプ、サブルーチンの番地を間接的に

指定するとき使用します。

､RUN"中……メモリーの間接アドレス指定および、マニュアルジャンプの間

接ジャンプ先指定のとき使用します。
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謎コｰﾂｰｷｰ/ｾｰブキー

●団……無条件ジャンプ

$WRT"中……無条件ジャンプ命令を書き込むとき使用します。

､RUN"中……プログラム計算中.HLT"でストップしているとき、 マニュア

ルジャンプをしたいとき押します。

●四囲…カセットへの記録(計算機→カセットテープ) @FA-1接続中のみ

､WRT"中……FA-1を接続して、 M"レジスターの内容をカセットテープへ記

録する命令を書き込むとき使用します。

､RUN"中……マニュアルで、M"レジスターの内容をカセットテープへ記録する

とき使用します。

*PCL"中……計算機に書き込まれているプログラム内容をカセットテーフへ

記録するとき使用します。

LOAn

ゴーサブキー／ロードキー歴司

＠回……サブルーチン呼び出し

､WRT"中……サブルーチンプログラム呼び出し命令を書き込むとき使用しま

す。

､RUN"中……プログラムのデバッグ(46ページ参照）を行なうとき使用しま

す。

●四囲…計算機への再生(カセットテープ→計算機)gFA-1接続中のみ

､WRT"中……FA-1を接続して、カセットテープに記録されているデータを

M"レジスターへ呼び戻す命令を書き込むとき使用します。

､RUN"中……マニュアルで、 カセットテープのデータを計算機のM"レジス

ターに戻すとき使用します。

､PCL"中……カセットテープに記録されているプログラム内容を計算機に呼

び戻すとき使用します。
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笛パｯｸｽﾃｯプｷｰ/ﾒﾓﾘｰｵｰﾙｸﾘﾔｰキー
●回……プログラムバック

､WRT"中……書き込み中またはチェック中のプログラムを、 ｜ステップずつ

前へ戻すとき押します。また、押し続けると(約｜秒以上)早戻

しすることができます。

､RUN"中……デバッグのとき、実行したプログラム命令を見るために押しま

す。押している間、その実行命令が表示されます。

●回國…･メモリーオールクリヤー

､WRT"中……設定されているM"レジスターをクリヤーする命令を書き込む

とき使用します。

､RUN"中……設定されているM〃レジスターをクlノヤーするとき押します。

､PCL"中……書き込まれているプログラムをすべてクリヤーするとき押します。

SAC

回フォワードステップキー/標準偏差計算オールクリヤーキー

・回……プログラムステップアップ

､WRT"中……プログラムチェックで、プログラムを｜ステップずつ先へ進め

るとき押します。また、押し続けると(約｜秒以上)早送りする

ことができます。

､RUN"中……デバッグのとき、プログラムを｜ステップずつ実行させるため

に押します。

●回国…MO7、MOB、MO9レジスタークリヤー

､WRT"中……標準偏差計算の数値集計用レジスター(Mo7,Mo8,Mo9) を

クリヤーする命令を書き込むとき使用します。

､RUN"中……Mo7,Mo8,Mo9のレジスターをクリヤーするとき押します。

囮 エクセキュートキー

､WRT"中……FA-1連動中で、カセットテーブとのデータの入出力をプログ

ラムより行なうとき、連動スタートの命令として書き込みます。

､RUN"中……プログラム計算中で、 甑HLT"を表示してプログラムがストップ

しているとき、プログラムスタートとして押します。
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囮プログラムステップと命令表示

＠本機は32～512ステップの範囲を8ステップ単位で、任意のステップ数に設定す

ることができます。（31ページ参照）

そしてその設定のステップ数に最大'0組(Po～P9)のプログラムを書き込む

（覚えさせる）ことができます。

この'0組のプログラムのうち、使用されている回（プログラムNQ)はどれか、ま

た、残りステップ数は何ステップか？を次のように確認できます。

凧回
またはで

価回

りステップ数

込まれているP、

(＊はパスワード付）

⑦プログラムの書き込み中およびチェック中は、 ｜ |桁の範囲内で書き込みずみの

命令を文字で表示し､｢その右端の命令｣のステップ数もあわせて表示します。

。 。両‘両
:｡:Lj j リ

■
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ー~[二一右端の｢x｣のｽﾃｯブ数
ステップとステップ°の間は｜文字分のアキ

（数値およびアルファ文字を除く）l l
L－－この範囲に l命令が表示できないときはアキ

●デバッグ中(46ページ参照)の命令確認のときは、左端2桁にそのプログラムNo

と ｜文字分のアキを表示しますので、命令表示の最大は8桁になります。

上例がデバック中の命令確認のときは

■■■■ ■

■ ■ ■、

■ ■ ■、
口垂●■ ■ ■

■ ロロロ■□

0 0両0両

:｡:Lj F~j■
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、
■
ｇ
■
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０
■

■
、
■

■
８
９

８
■
０

■
０

分ではMinFを表示できないのでアキ

区切りのため必ずアキ

ーZ又弓

Pnと命令0

コグラムNC
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令もあります。

1機能1ステップの命令

1操作で1ステップ：数字、挺、＋、一、×、÷、＝、 〔（ 、 ）〕 、

sin、 log、 HLT、 PO等およびアルファベット大文字等

2操作で1ステップ:MinF、 GOTO3、 LBL5、 hypsin、 INVALPHA、 sin!、

ABS、 r、 X=0， 兆リ 、 P7等およびアルファベット小

文字等

3操作で1ステップ: INVhypsin'、 GSBINVP6、 INVRND4、M+OO、 X-M

1 8、Min l F等

4操作で1ステップ: INVARO5、 INVAR1 F等

※メモリーキー(Min、MR、M+、M-、 x-M)およびINVARに続<O

0～1 9とF、 1 Fはすべて1ステップとなります。

1機能2ステップの命令

3操作で2ステップ:Min20、MR3 5、M+2 F等

4操作で2ステップ: INVRNDFIX3等およびINVAR2 1 、 INVAR3 F等

※メモリーキーおよびINVARに続<20～7 9と2 F～7 Fは

すべて2ステップとなります。

なお、プログラムNo指定は1ステップ、パスワード付プログラムNo.は6ステップ

（パスワード4文字を含む）使用されますが、ステップ数表示には数えられませ

ん。
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基的なフロクラムの説明

●プログラムを利用して計算を行なう基本順序は次の通りです。

団検討……
問題

園プログラミング．．

を検討して、計算式を見つける。

計算式などをプログラムに組み上げる。

み上げたプログラムを計算機に覚えさせる。

覚えさせたプログラムを使用して計算す

園書きi入み……
組

同プログラム計算．．

一

次の例題をこの順序に従って解説します。

例．一辺の長さlOomの図のような正8面体の表面積と体積を求める。

また、一辺の長さが7．mの場合および、 |5omの場合は？

、ｎ
‐
‐
‐
Ｊ
↑
．
：

↑
一
隻
一
シ
篭
や
》

一
幸

い

ｆ

〃
二
■
９
０
４
０
一

、
、
ロ
」、

、
●
ノ

※カッコ内を求める！ ‐

囮計算式

表面積をS、体積をV、一辺の長さをαとすると、正8面体のSとVは

S=2､/~g~Iz2 V=等α，

回プログラミング

上の計算式をマニュアルで計算する場合のキー操作順序は、

2図3回回図αの数値四回目→S

2回同円3回αの数値囮晶3目→V

ここで、 「αの数値｣は2回使用していますので、最初にFメモリーに入れておいて、

αの数値囮雫2回3回回図囲雫回国目→S

2回祠囹3図圃雫回品3目→V と操作すれば合理的になります。

本機のプログラムは、 このようにマニュアルで操作する順を、そのままプログラ

ミングすることができます。
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なお、プログラムはスタートさせると順番に命令を実行し、止まりません。

データを入れたり、答を読みとるためにはプログラムをストップさせる必要が

ありますが、 このための命令が｢H口」です。

前記のプログラムをPOに組み込むとしますと、

四四,/MinF,2,×'3' '側M×'剛隠F州"'='H噸'2, INV,/,÷'3'×′↑
プログラムNCデータを入 答を見るため

必ず必要 れるため

MRF, INVエリ,3,=,HLT, 21ST(ステップ）となります。
↑

答を見るため

※本書および付属のプログラムライブラリーでは、ステップの区切りをわかり

やすくするために、，〃を書き入れて記します。

團プログラム書き込み

プログラムを計算機に書き込む(覚えさせる)には

③魎回で､WRT"モードにする。

このとき、 これから書き込みたいプログラムNo.に、すでにプログラムが書

き込まれているときはそのNo.を｢変更｣するか、 「消す｣必要があります。

（プログラムの消し方48ページ、変更の仕方48ページ参照）

②プログラムの順にキーを押す。 （まちがえたら回を押し、正しく入れ直す）

表 示 窓

幟鶏霧臺曇急;il巳
匝
匝
雫
巨

皿
囮 灸ゞ=-Wﾝv,rr-

フ
ー一 づ
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WRT

PO123－－67_9116
WRT

PO 115

WRT(以下略）

HLTOO1

HLTMinFoo2

HLTMinF2003

HLTMinF 2 ×OO4

MinF2 × 3005
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以上でプログラムの書き込みが終りです。

☆.WRT"モードでは、キーを押すごとに、そのキー命令が｢プログラム」として計

算機のプログラムメモリーに覚え込まれ(書き込まれ)ます。

また、書き込まれた命令は、ステップ数と共に、常に表示窓に表示されます。

なお、プログラムの最後は自動的に止まり、そのときの内容を表示しますので、

最後のH[Tは必ずしも必要ではありません。

ヲ雲

ｑ
Ｐ
ｐ
や
■
。
ロ
仏
中
Ｌ
ｓ
命
与
■
０
『
年
８
ｅ
Ｐ
Ｐ
聖
ロ
マ
色
幸

一
ぶ

一
半

／

，
一
ヘ
ダ
ノ
声

グ

／
／

／
・

〆

ご
）

’

１

１

１

‐

－

４

、

●

Ｉ

画

一

’
一

少
《
一
脳

一一

夕

々

一

々

グ

一垂_ﾖ■、
9

－41－

MinF 2 × 3 ,Foo6

2 × 3 ，戸×007

× 3 ，戸×MRFOO8

炉×MRF"2009

XMRF"2 =010

"2 =HLTO11

".2 =HLT 2012

一
一 HLT 2 ､/013

二二 TLT 2炉÷014

HLT ク 、戸÷ 3015

2F÷ 3 ×016
●

､戸÷ 3 ×MRFO17

3 ×MRF〃〃018

XMRF"9 3019

MRF〃〃 3=020
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四プログラム計算

書き込まれたプログラムを使って計算を行なうには

⑪麺四で、RUN"モードにする。

②指定のプログラムNo.のキー(画～画,回圃～回国)を押す。

③､HLT"で止まったらデータを入れ(または答を読み取り)図キーを押すb

④計算を繰り返したいときはプログラムNoキーを押す。

③プログラム計算をやめたいとき(､HLT"を消したいとき）は魎四を押す。

例題は、一辺の長さαの正8面体の表面積Sと体積Vを求める計算でした。

､RUN"表示になっている

ときは押す必要なし（ ）皿u」

2）国

O唾

）唾

_)同

（ 」クフェムNC

ｊ
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Ｖ

の
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０
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１

１

α
α

く
く

346.410161
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47140452C
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Ｖ

の
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７
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α
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く
く睡

屈
匝
匝
向

１
５
画

ｊ
ｊ
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の
の

５
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１

１

α
α

く
く

★プログラム計算は、 《データ団》または《答読み取り後図》のように回キーを押す
O

ごとに自動計算され、答が求められます。
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一辺の長さ(α） 表面積(S) 体 積(V)

lOom
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ロクラムチ元、 クおよび‘'1M、 加･変更の仕

例．一辺の長さ'0”の正四面体の表面積と体積を求める。

また、一辺の長さが7.5。"‘の場合および、 20。'応の場合は？

皿計算式

表面積をS、体積をV、一辺の長さをαとすると、正4面体のSとVは……

S=河α2 V=筈泣， 一「宣一 ノ
煮一庁小三一

国プログラミング
稔ｩ齢種や

αの数値をFメモリーに入れる方法でのプログラムを考え、プログラムNo.をP1と

しますと、

P1 HIJT MinF3 INVr× MRF INV"2 = HIJT 2 INVr
' ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ﾉ ノ

ニ 1 2 × MRF INV兀リ 3 = HIT 20st となります。
● ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ

このプログラムを最初から計算機に書き込んでもいいのですが、 39ページの正8

面体のプログラムとよく似ていますので、正8面体のプログラムを変更すること

にして、プログラムチェックや削除、追加などの方法を理解していただきます。

国プログラムチェックと変更

プログラムチェックとは、プログラムメモリーに書き込まれているプログラムを

表示に呼び戻して、その内容を確認することです。

これは、 ．WRT"モード(皿回と押す)にしてプログラムNo.を指定し、回キーまた

は回キーを押せば、書き込みのときと同様に、ステップ数と内容が表示されます。

また、前に入っているプログラムに追加や削除等の変更を加える場合も、プログ

ラムチェックで、必要なステップを表示させて行ないます。

そこで、両方のプログラムを比較して、

｜ ・プログラムNo.をPOからP1に変更する。

2 ． 2，×〃を削除する。

3 ．÷〃3，×〃の3を1 〃2〃に変更する。 （3を削除し、 1 〃2〃を
追加する）ことにします。
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一辺の長さ(α） 表面積(S) 体 積(V)

lOom

7．5

20

(173.2050808)

(97.42785793）

(692.820323 )

切冗2 (117.8511302）

(49.71844555）

(942.8090416）

◎添3



操 作

函回

国

プ｡グ弘豐|星変

(プﾛグﾗﾑﾁｪｯｸ）回

（ ” 以下略） 回

回

（2を削除）臼

回

（×を削除）臼

回

回

表 示
杢
也

(Poプログラム呼び出し）
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(追 加）田

(追 加）回

回

kL工2f型国
フ〆÷ 12014
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以後回を押して3=H口まで進める。
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(団mは書き込まれません）

以上でプログラムの変更が終りました。
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プログラムチェックの仕方は－－－

⑪皿圓で､WRT"モードにする。

（このとき、プログラムが書き込まれているNo.の数値のみが消えている）

②チェックしたいプログラムNoのキー(圃～画,回国～咽圃）を押す。

③団または回を押し、表示される命令とステップNoを確認する。

（鼠駕難鞘三豊職罰皇）
③パスワード付のプログラムのチェックは59ページ参照。

プログラムの追加｡削除｡訂正等の仕方は

⑪プログラムチェックで、必要なステップを表示させる。

②削除は、消したいステップを表示させ、回を押す。

③訂正は、訂正ステップを表示させ、 これを消して(回で)かわりを入れる。

これを｜ステップずつくり返す。

④追加は、追加直前のステップを表示させ、以後、追加プログラムを書き

込む。

（追加によりステップがいつぱいになると、書き込みができなくなります）

★追加・削除はと‐ちらを先にしてもかまいません。

また、追加・削除を行なうと、それ以後のステップは自動的に移動しま

すので、以降のステップNo.は違ってきます。

回プログラム計算

なっている

要なし ）皿U」

コグラムNo指定）回

10B

岡

／

ZObO808

951 1302

UC

OO

以下、同以降繰り返します。

－45－



フロクラムテハックの仕

プログラムのデバッグとは、プログラム計算で、わかりやすいデータを入力してプ

ログラムを1ステップずつ動かし、途中経過を調べることにより、プログラムのま

ちがいをさがし出すことです｡

デバッグの什方は

⑪皿団で職RUN"モードにする。

鱗に続いてデバｯグしたいブﾛグﾗﾑN･のｷｰを押す。
③回を押す毎にプログラムが｜ステップずつ実行される。

(､HLT"が点灯したらデータを入れ、 また回を押してゆく）

③画を押し続けると、今実行したプログラム命令とステップ数を表示する。

③上記③④を適時行ない，表示される数値とプログラムの検討･分析を行なう6

★通常のプログラム計算の途中(HLTで止まっている所から)でも、上記③④を

行なうことができ、 また、デバック中囲を押せば通常のプログラム計算に

なります。

③パスワード付のプログラムのデバッグは59ページ参照。

例前例の正四面体のプログラムをデバッグしてみる。

Ｔ
Ｔ

Ｓ
Ｓ

Ｆ
Ｆ

h（】 （】

】(】と

『〕5（】 0
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回

圃

圖

囿

回

団

回

(命令卿回(熱る）
回

囿

団

(齢職)回(熱る）
回

(命令卿)回(熱る）
団

(命令卿)団(熱る）
(以下は通常に動作）団

[6 " MRF]

(7 " x2 )

〔8 〃 ＝〕

[9 " HLJ]a=2のS

〔10 〃 数値2〕

〔11 〃 、方〕

〔12 〃 ÷〕

|- 急一
〔13ステップ目数値1 〕

〔14 〃 数値2〕

〔15 〃 ×〕

〔16ステップ目MRF]

（】1

〔17ステップ目元9 〕

a=2のv【). 94280904
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4．

6． 92820323
HLT

6． 92820323

2．

1． 414213562

1． 414213562

－

P1 2 ，戸÷012



プロ ムの）旨, 。

、全部一度に消したいときは

､PCL"モード(画回と押す)にし回函と押す。

⑤パスワード付のプログラムも全部消えます。

(継童則彦摘荊言塑落籍壷ん）
●特定のプログラムNo.だけを消したいときは

､PCL"モードにして、回国(回回四）と押す。

消したいプログラムNo.国～圃圃～画

②パスワード付のプログラムの消し方は60ページ参照
－

一一甦阜一喝

〆一一ｰ､q
〆

1

1<シ，／
、 ′〃
腿 ／

～ 夕凸
一

ロクラムNCのファ胃更の仕方

プログラムの初めには必ずPO～P9のプログラムNo.が必要ですが、同じプログラムNo.

は使用できません。

すでにPOにプログラムが書き込まれていて、別のPOプログラムを新たに書き込み

たい場合(書き込まれているプログラムは消したくなく、新たに入れるプログラムは

入っているプログラムのNo.にしたいとき）は､書き込まれているプログラムを他のNoに

移し替えて、そのNoを空けてやることができます。

のキーを

押す。

②国を押す。

③書き込まれていないプログラムNoのキーを押す。

ぽ熟鰯鰯臺零壽蕊灌蕊ﾗﾑ側.のl
④皿四（､RUN"モード）または皿圓(､WRT"モード）とする。

例l .POプログラムをP9にナンバー変更する。

凧回向画同周緬団

例2.P5プログラムをP6プログラムに移す。

凧回同国臼凧圃緬、

⑧パスワード付の場合は60ページ参照
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ムの‘且みのいろいろ(ユーサースファンクション方式について

次の例題を計算する場合、先に操作方法(このように操作したい)をいくつか考え、

そのためのプログラムと、ぞれぞれの長所･短所を解説します。

半径γ、中心角9．の扇形の弧の長さjと弦の長さαを

求める。

′＝γ諾 α=27･sin号

例

夕。

a
ノ

γ

●操作方法

－49－

操作方法 プ ロ グ
一

フ ム

A I→

－ヶa

圃
回
囲
國

γ
９

１
２
３
４

順手 POMODE4,HIJT ダ

MinO1，×,HIT ダ

MinO2,×，万，÷, 1 ' 8,0,=,HIJT ダ

MRO2，÷,2,=,sin,×，2，×,MRO1

＝＝
ダ

ダ

(m)

24st＋Ist

B

手順｜ γ画

2 9回 －少 』

3 回-→α

POMODE4
ダ MinO1,×,Hlr

MinO2,×，万，÷, 1

ダ

ダ 8,0,=,HIT

MRO2,÷,2,=,sin,X

＝＝
ダ

〃

〃

2，×，MRO1 ダ

(m)

23st＋lst

C

四
回
Ｉ
α

ロ
ロ
↓
↓

回
回
国
回

γ
く
げ

１
２
３
４

順手

POMODE4
グ MRO1，×，万，×，MRO2，÷, 1

8,0,=,HIJ ’

MRO2,÷,2,=,sin,×，2，×，MRO1

ダ

=＝
グ ダ

(m)

22st＋lst

， ／→

-→α

圃
画
國
圃

γ
９

１
２
３
４

順手 POMinO1

P1MinO2

グ

ダ
MmE4

ノ

P2MRO1,×，万，×，MRO2,÷, 1 ダ

I St

2st

8,0,=, IOst'

P3MRO2,÷,2,=,sin,×,2，×，MRO1
一
一

’
l0st 信I

計23s!＋4stダ



●それぞれの長所と短所

Aの場合……標準的なプログラム

●プログラムNo.指定の後は、 〈データ回＞またはく図＞の操作に統一されて、わ

かりやすい。

●多くのプログラムを組み込める。 （最大'0組）

●短いステップ数で組める。

・操作順序が一定のため､｢データの一部のみを変更する」 または､｢答の一部だ

けを見る」等ができない。

Bの場合……Aの変則的なプログラム

●Aに較べて操作方法が統一されない。他はAと同じ。

Cの場合……データ入れの操作がわずらわしい

●一番短かいステップ数で組める。

●多くのプログラムを組み込める。

●プログラムを実行する前にデータをそれぞれのメモリーへ入れる操作が必要で、

これがめんと．うであり、 まちがいやすい。

Dの場合……ユーザーズファンクション方式

●回キーにそれぞれ固有の役目を持たせてあるので、データの入力はどれから

行なってもよく、 また、答を見る順も同様である。

●データの一部だけを変えて答を見る場合などは非常に便利である。

●他に比べて多くのステップ数が必要である。

●入力データおよび求める答の多いプログラムでは回が不足することが考えら

れ、 また、それらが6個以上のときは、回を使用する必要がある。

●複数のプログラムを組み込んでおくには適さない。

以上の通りですが、それぞれに利点・欠点があり、どの方式が一番優れているか

は一概に言えません。

本書および付属のライブラリーでは、 Aの方式を基本として説明していますが、

計算内容によりDのユーザーズファンクション方式その他も使用しています。
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フロクラミンクおよび操作上のルールと注意点

囮計算式

●計算式は、マニュアルで操作する通りに組むことができます。 （完全数式通り）

、組み込み関数はすべてプログラムに組むことができます。

●計算式の長さには制限がありません。

①定数はひとつの計算式に何個でも組み込め(仮数部10桁､指数部2桁の範囲内で）

ますが、 ’桁が’ステップ(小数点、私9 EXPも各々’ステップ)となります。

、定数計算(＋＋，×× %U兆リ等)もプログラムに組み込めますが、その実行
はマニュアルでの操作と同様な計算をします。

囮プログラム書き込み中（､WRT"点灯中）

●．WRT"モードにした直後に有効なキーは、画～画，回国～回圃，魎団～

皿回および囮(パスワード付プログラムにする場合)です。

、､WRT"中に表示されるステップNoは、一番初めの固(回圃)を除く書き込みス

テップ数ですが、プログラムメモリーにはRIも書き込まれています。 ( |ステ

ップ使用されている。パスワード付の場合は6ステップ使用される）

⑧プログラム書き込み中、書き込みステップがなくなると、それ以後の書き込み

はできなくなります。 （すでに入っている内容が消えることはない）

＠．WRT"中は関数の入力範囲やカッコレベルのオーバー等のチエックは行ないま

せん。 （プログラム計算でエラーとなる場合がある）

、、WRT"中圃～画,回国～回圃および皿団～皿回を押すと、そのプログラム

の害き込みを終了し、新たなプログラムNo.の書き込みまたはモード切り替えと

なります。

、プログラムの最後のHLTは必ずしも必要ではありません。
1

(HLTがない場合､最後の命令を実行し､その表示のままでプログラム計算を終る）
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圃プログラム計算中（､RUN"表示中）

①プログラムが書き込まれていない画キーを押した場合、何も動作しません。

●プログラム計算のスタート前や途中で、プログラムがストップしているときは、

自由にマニュアルによる計算(割り込み計算）をすることができます。

「マニュアル計算の答をデータとして入力する」や､｢表示の答を使って計算してみ

る」等もかまいません。ただし、計算式の途中で止まっている場合や、表示数値

を以降の計算に使用するプログラム等の場合は、割り込み計算を行なったあと

で、前の状態にもどしてからスタートする必要があります。

●プログラムがストップしているときの霞は、プログラムステップをそのままに

して、表示数値、計算命令等のクリヤーを行ないますが、演算中（．－〃点灯中）

の国は、そのプログラム計算を終了させます。これは、長いプログラム演算の

中止や、ループ(繰り返し計算)から抜け出せない場合等に使います。

⑤プログラム演算中（蝋一〃点灯中)に回を押すと、そのとき実行されていたステ

ップでプログラムが停止します。また、ポーズの途中で囮を押しても同様です。

プログラム計算を途中からデバッグしたい場合なと．にも使えます。

、プログラム計算中にエラー(､Error"表示)になるのは次の場合です。

｜ ,計算の答やメモリー内容が桁容量をオーバーしたとき。

2.関数で入力範囲および答がオーバーしたとき。

3．回でジャンプ先がそのプログラムにないとき。

4．回でサブルーチンプログラムがないとき。

5.計算中、 カッコおよび完全数式計算用のL"レジスターがオーバーしたとき。

（但し、 この場合は、( )Error"と表示）

上記の場合は、蝋Error〃と、その原因となったプログラムステップNo.を表示して、

プログラムが止まります。

このとき、唾(5．の場合は巳でも可)でエラーを解除後､回を押し続ければ、

エラーとなった原因の命令コードを確認できます。

②パスワード付のプログラムの場合は確認できません。
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ルファによるコメント ノ、フロクラム

●アルファ文の目的およびアルファモード中の各キーの働きについては27ページ

の｢マニュアルによるアルファモード」をお読みください。

●、RUN"モードだけでなく、 、WRT"モードで回指定後や、 、PCL"モードでSME

およびLOAD指定後に回懸とすればアルファモードになり、アルファ文を入力

することができます。

●アルファモードになると表示窓の右上に必ず､ALPHA"のサインが点灯します。

●、WRT"中にアルファモードにすると、“"を表示し、アルファモードを解除す

ると、”〃を表示します。つまり、“〃と、ﾂﾂ〃の間の文字等はすべてアルファ文で

数字や計算記号等があってもそのまま表示されるだけで、演算には全然影響を

与えません。

“12×3=''HLToo8例：緬回岡、鵠、回同同日、鰡回一→

↑一一↑
アルファモードアルファ文 アルファモード
開始 解除

(上記操作に続けて）凧、圃一→

本書および付属のライブラリーでは回畿のキー操作を

アルファモード開始の場合はINV@AL,解除をINVA上，と記します。

囮アルファ文の実行

●プログラムにアルファ文を書き込んで、そのプログラムを実行させると次のよ

うにアルファ文が表示されます。

1 ． アルファ文が| |字以内のときは、アルファ文実行と同時にそれを表示します。

2． アルファ文が'2字以上のときは、 まず｜ |字目までを約2秒間表示し、それ

以後は約0.5秒間隔で文字が左に移動し、全文字終了で表示が停止します。

（表示にはアルファ文の終りからI I文字が残る）
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例:P3 INV@ハLABCDEFGHIJKLMN･…･…･XYZINVAL'を書き込

み実行させる。

ABCDEFGHIJK-恥一 (約2秒間）耐同国一一→
令 牟

’ ’一プログラム実行中
’ － － -膠〃〃′〃〃 まだアルファ文力《

続くとき点滅
BCDEFGHIJKL -

〃〃〃〃〃
CDEFGHIJKLM -

約0.5秒間隔で
左に順送り

以後順に左に移動

OPQRSTUVWXY -

〃〃膠〃〃膠
PQRSTUVWXYZ アルファ文終了

〔参考〕 アルファ文の桁上げ途中で回を押すとその時点で桁上げが停止し、そ

の後回で1文字ずつ桁上げし、回で順次桁上げに戻ります。

、アルファ文実行後、プログラムは次の命令を順次実行しますが、表示はアルフ

ァ文を表示し続けます。

〔参考〕 この機能を使えば、時間のかかるプログラム計算の途中にその内容や

計算名等をコメント（注釈)として表示させることができます。

●アルファ文表示が解除またはクリヤーされるのは次の場合です。

1 ．新たなアルファ文が実行されたときは、前のアルファ文がクリヤーされ、

新しいアルファ文表示になります｡(INV;で文と文を続けることも可）

2. HITや剛SE命令でプログラムが止まったときは、その直前がアルファ文でな

い限り、そのときのXレジスターの内容(数値)を表示します。

（アルファ文以外でプログラムが終ったときも同様です）

3． アルファ文を表示してプログラムが止まっているとき、マニュアルで置数

を行なうとアルファ文が消え、数値表示になります。

4． アルファ文を表示してプログラムが止まっているとき、直接回を押すとア

ルファ文が消え、演算中表示、一〃のみになります。
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團アルファ文の応用(プログラムへの組み方）

⑧次に何を入力するのかをアルファ文で表示できます。

と表示させる（このデータはMO5に入れる）I NPUT A例1

……INV｡AL,!,N,P,U,T,M遮り,AFINVAIj'"HLT,MinO5,………
’

1字分のアキ
園のキー

例2｢元~豆~ワコと表示させこのデｰﾀはMO1へ､続いて と
表示させこのデータはMO2へ入れる。

……INV@AL,型塑,2，lNV？,INVAに',Ⅲ,MinO1,INV‘AL,1mYX，2，
↑↑ ↑ ↑

小文字妬数字キー回 小文字y

INV？'lNVAlj，クHⅣクMinO2･････

●答の表示に単位等をつけてわかりやすく表示できます。

（この場合AR";の命令を有効に使用します）

⑪ARはメモリーよりのアルファ代入命令です。

メモIノー内の数値を単位付で表示したいとき、単位を表わしている記号等

（アルファ文)の中へメモリー内数値を｢アルファ文の数字(計算できない表

示だけの数字)」として戻してきます。

MFﾚジｽﾀｰ内数値(123)を｢~巳~三~｢三ﾖｰRロ
．．…INV@AL,B,=,INVARF,M匹,皿旦,INVALj',HIJ/

↑ ↑ ↑ ↑
回囲小文字小文字
キーキー k 9

と表示させる例3

l 23 :456 1のように同時に比例の形で表示させ鳧

(M脚竈）
INVARO1,INVi,|NVARO2,INVAじ，,Ⅲ, …

例4．2つの答を

……INV@AL,

ロキー

※AR命令はアルファ文中に何回でも使え、 また、ARの前後にあるアルファ文

と一体になって表示されます。

②稗は表示よりのアルファ代入命令です。

ARはメモリー内数値を全桁アルファ文中に戻しますが、 答を指定桁数に

丸めて(RNDやFⅨで)からや、常に同じ桁数にして単位等をつけて表示

する場合などは、表示数値(Xレジスターの数値)をアルファ文中へ代入す

る緋を使います。
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A=□□□。□□□例5.MF内数値を小数以下3桁にして と表示させる

MRF,INVRNDFIX3,INV.AL,A,=,
↑

1機能2ステップ

INV緋'INWキクINWキクINV*キクINV群クINV稗ノINV鉾'INVA[',HIT,
↑

小数点分の1桁もプラスして全部で7桁

※稗命令は稗1個に対して表示1桁分のエリアを確保します。小数点、仮数部

の負符号、指数部記号(E)、指数部の符号(負のときは一、正のときは1桁アキ)、

度分秒表示の。， ，,記号もすべて1桁とみなします。

例6.MOO内のカウント数値を[ﾇｰ百丁ﾏmと順次表示させる

LBL1,INVISZ,MROO,INV&AL,X"INWキクINV,"Y,INV群タINVA['ノ ．
↑ ↑ ハヘヘへ~､へ~-､ﾊｰへ～､-～､～~ヘハー､へへへへへへへへへ~-へ~~ﾍﾊｰｰﾍへ~~へ～

↑
プログラムのジャンプ62ページ参照 同キー

INVMUSE,GOiblノ
↑ ↑

一時ストッププログラムのジャンプ参照
へ今

ppT］

〔参考〕上記プログラムのへ~－部はAR命令を使用して

INV｡AL,X,INVAROO"INV',Y,INVAROO"INVAIj'タとしても同じプ
ログラムになります。

※ARも稗もその数値が整数のときは小数点を表示しません。

と’0桁表示させる例7.万の数値を "=3｡ 1415…･…

INV万ク INV､AL,INV刀ノ="INV*キク INVAlj'"HIJT"

※表示桁数の方が稗の個数よりも多いときは、粋の個数に関係なく全桁表示し

ます｡(稗の個数は最大'5個まで設定できます）

なお、稗またはARで数字を代入したアルファ文が|2字以上のときは54ページ

のように順に左へ移動して表示します。

⑤仮数部7桁以上の指数部付数値を緋またはARでアルファ文に代入すると、 |2

字以上になり、移動が止まった時点で仮数部の上位桁が見えなくなります。

例 ｜ ,23×103をアルファ文にすると (8文字）1 ．23E-O3
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③；はアルファ表示を連続させる命令です。

直前に実行したアルファ文と、次のアルファ文を続けて表示したい場合、

続けたいアルファ文の頭に；命令を入れます。

例8.年、 月、 日(各2桁)をそれぞれMO1,MO2,MO3へ入力しながら、
、いv ャ‘I（ 〆，’ ＝ ノ nや

「己~百V正~百面~五百可と表示させる 一
､へ／－‐、、 /

…HLT,MinO1 ,INV,AL,INW*,INV稗,Y,INvsMcE,INvAIJ',HLT,Mino2,INv.AL,

□□Y;□□M旧□，

↑
2桁指定

四五)|州,1州,M,ⅢVSMCE" INⅢ,Ⅲ,MinO3,Ⅲﾊﾋ
↑
回キー

一一一一

I皿リ

INWf,INV稗クD,INVAIJ',HLT"

例9.M05内の答を小数以下2桁にし、 〃番目（〃はMOO)の見出しをつけて

|xD=□□□□□m｣と表示させる

INV､川,X,AROO,=,INVA世,MRO5jm而而画
INWｷ"INVM,INVAL',HIJク………

ｊ
一
釧
一４

，
《
可
ノ
ー

Ｖ
－

Ｎ
－

ＬＡ
Ｏ

ＶＮＩ
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、パスワードの意義、 目的については32ページの｢団｣の説明をお読みください。

●本機の回には、それぞれ別々のパスワードをつけておくことができますが、ひ

とつのパスワードのために5ステップ(Rを入れると6ステップ）のプログラ

ムエリアが必要です。

●パスワードに使用できる文字は、アルファモードで使用できる文字全て（英大

文字、英小文字、数字、記号、スペース等）を利用できますが、必ず4文字で

す。全部同じ文字でもかまいません。

囮パスワードの書き込み

●､WRT"モード（皿回）で団回とすると｢パスワード書き込み状態」となり、自

動的にアルファモードになります｡(､ALPHA"が表示される）

●パスワード書き込み状態でパスワードを4文字入れると、通常の、WRT〃モー

ドに戻ります。（､ALPHA"表示が消える）

⑪初めからパスワードをつけてプログラムを書き込む場合。

皿□

胴両

向き
'《スワード例

ABCD

lm：
ﾒ下通常のプ

コグラム書き
入み

－58－



②すでに書き込まれているプログラムにパスワードをつける場合。

胴凧恒ヨ

耐同m

圓回

魎回

ノ【

[〕701 （PS

③パスワード書き込み中の訂正および解除

・パスワード書き込み中、 3文字までの入力のときは文字訂正、解除ができます。

3文字まで入力後日キーを押すと一→その文字が消える

〃 函 〃 －－→パスワード解除後､WRT"モードに戻る

〃 魎団(匝回､魎回） 〃－－→パスワード解除後そのモードに設定

・パスワードを4文字入れてしまったときは訂正および解除はできません。

この場合は、パスワードの消し方(60ページ）を参照してください。

囮パスワードを聞いてくるのは･･･…

●次の場合は計算機が のように表示し、パスワ

－ドを聞いてきます。（｢パスワード入力状態｣と言います）

①､WRT〃モードでパスワード付プログラムを指定したとき。

（プログラムチェック、追加、削除、訂正等の場合）

②､RUN"モードでパスワード付プログラムをデバッグしようとして､園回と指

定したとき。

③､PCL"モードでパスワード付プログラムのパスワードを削除したいとき､およ

び、パスワード付プログラムを消したいとき。

④オプションを接続し、パスワード付プログラムだけをカセットテープへSAVE

しようとしたとき。

－59－



、これらの場合、正しいパスワードを入力すれば､｢パスワード入力状態」が解除

されてそれぞれ先へ進むことができますが、パスワードが正しくないときは｢パ

スワード入力状態」に戻り、再度パスワードを聞いてきます。

★パスワードがわからないのに「パスワード入力状態」になってしまった場合は、

①国キーを押す－→この場合モード変更直後の状態に戻ります。

②魎囮（または魎圓､画回）と押す。

なお､､RUN〃モードで｢パスワード入力状態」になった場合､回でプログラム

進行はできますが、プログラムストップ中の回（プログラム確認）はできま

せん｡(パスワード付プログラムは計算中のプログラム確認も不可能）

圏パスワードの消し方

●パスワード付プログラムの「パスワードのみ」を消す場合

①､PCL"モード（圃回と押す）にする。

②パスワードを消したい回キーを押す。

③正しいパスワードを入力する。

④国を押す。

⑤皿四（､RUN〃モード）または皿回（､WRT〃モード）とする。

以上で･パスワードのみが消えます。

④パスワード付プログラムを消す場合

①蝋PCL"モード（皿回と押す）にする。

②消したい回キーを押す。

③正しいパスワードを入力する。

④函キーを押す。

⑤魎団（､RUN〃モード）または皿圓（､WRT〃モード）とする。

以上でパスワード付プログラムが消えます。

〔参考〕､PCL〃モードで四四と押せば、パスワード付プログラムを含む全部のプ

ログラムが消えます。

★パスワード付プログラムのプログラムNo.の変更は、パスワードをつけたままで

の変更はできませんので、 まず、パスワードのみを消し(上記参照)、次にプロ

グラムNo.の変更を(48ページ参照)､最後にそのプログラムにパスワードをつけ

ます（59ページ参照)。
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三十 フロー流れ図

、プログラミングは、その計算を行なう順をはっきり整理してから、個々の計算式

等を書くとわかりやすくなります。

この｢計算を行なう順｣を図式化したものを計算フロー(流れ図）と言い、それぞれ、

下記のような記号を使用します。

プログラムの始まり

データを入れる

数値の大小比較なとﾞ

(x=0x≧Ox=「 〃≧｢なと．）

五
Ｊ
引

定義計算

演算を行なう

サブルーチンなと

無条件ジャンプGoToN

ジャンプしてここへくるLBLN

･答を表示する

プログラムの終り
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一
プログラムをジャンプさせる命令には次の4種類のものがあります。

｜ ,無条件に指定された箇所へジャンプする無条件ジャンプ……GoTo,LBL

2.表示(Xレジスター)の数値を使って判断をし、その結果により次に来る｜命令

を読み飛ばす条件ジャンプ…･･ ･X=0, X≧0,x=F, 兀≧「

3.特定のメモリー(M"レジスター）をカウントし、その内容状態により次に来る｜

命令を読み飛ばすカウントジャンプ……DSZ, ISZ

4.無条件に指定された箇所へジャンプし、 また戻ってくるサブルーチン……GSB

これらは単独に、 または相互に組み合わせて使用できます。

囮無条件ジャンプ(GOWb,LBL)

@GOTDNと組むことにより、そのプログラムのLBLN

へ無条件にジャンプします。

●Nは｜～9， 0の｜桁の数値です。

@GOIbN,LBLNはプログラムのどの位置にでも組み込

め、Nの番号により、最大'0対のジャンプを使い

わけできます。

●同じNを使用したGOTbNは同一プログラム内に複数

組み込め、それぞれ有効ですが、同じNを使用し

たLBLNは｜個だけです。

●GmNに対するLBLNがない場合のプログラム計算

はエラーとなります。

、マニュアルで団回(回は回～回,ロ)と押すとマ

ニュアルジャンプとなります。

（この場合、該当のLBLNがないときは無指令とな

ります）

プログラム

GOTb4

、幸

菖／ヤンフ

LBL4

GOTO2

LBL2

GOTb2

GOTO2

一一F
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剥丁卜|脚
、

）
軍f語 ‘…

f,(Ofってゞ二i
ぐ丁戸 丈 〉

１１や
。

▲
？
，
ｊ

ノ
ノ
グ

囮条件ジャンプ("=0,x≧0,"=F,X≧｢）

●条件ジャンプはXレジスター(表示数値)と｢数値O」または｢MFレジスター数値」

を比較し、その判断結果力璽皇聖鼻皇皇基そのまま次の命令を読み､〔聖聖臺
きは次のI命令だけ(次がアルファ文のときはアルファ文全体)を読み飛ばします。
…

●条件ジャンプには次の4つがあります

x=0: Xレジスターは0か？

x≧0: Xレジスターは正または0か？

x=｢ : XレジスターとMFレジスターは等しいか？

X≧「 : XレジスターがMFレジスターより大きいまたは等しいか？

■組み方の基本例I MO4のデータが0だったらLBL1へジャンプ
O

……MRO4,INV"=0,GOTbl，………LBL1…… ※LBL1はGOIblより前でも

かまいません。

RO4

f=0

恥1
Yes

一
NO

■組み方の基本例2M04のデータが0以外だったらLBL1へジャンプ

……MRO4, 1NVz=0,℃而引,GOIbl ,LBL9,………LBL1 ,………
噂I勢 、_ BL1はGoTblより前でも

・かまいません。

４
９
１
○

和
則
肋
巾
、

Yes

一

NO
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■組み方の基本例3MO5のデータが正および0だったらプログラムAを実行し、

負だったらプログラムBを実行する ‐

MRO5, INVzzO,Gdlb9,FRラ弓~ZE]GOTb8,LBL9,FE夛弓~ZnLBL8,

RO1

f≧0

打np
Yes

NO
Jb≧C

后〆
一＞

Aプロ

■組み方の基本例4MO5のデータが正だったらアルファ文を表示し、0および負

だったらそのアルファ文を読みとばす

…･･･MRO5, INV"=0,GOTb9, INVx≧0,INV@AL，アルファ文， INVAIJ', LBL9，……

※アルファ文は文全体

(INV.AL～INVAL'ま

で)を|命令と見なし

ます。

B

１
９即
削
脈
副

NO
MO5＞0？

Yes

一今
Yes

NO

Yes

NO

アノ

LBL
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園組み方の基本例5MO1～MO3に入っている数値の一番大きなものをとり出すb

……MRO1 ,MinF,mmlNV"≧｢ ,MinF,MRO3, INV"≧『 ,MinF,MRF,Ⅲ,…
一一

MO1－→MF

NO
MO2三MF？

Yes

＝一＞
NO Yes

MO2→MF

Yes

NO

NO
MO3≧MF？

Yes

MO3→MF

MRF

〔参考]MO1～MO3の中から一番小さな数値をとり出す場合は

……MRO1 ，挺，MinF,MRO2，挺，INV〃≧｢ ,MinF,MRO3，挺,INV〃≧F ,MinF,

v脅v子MRF，私，H口，………

Hﾑと， ，0,M""LELiHK"RAI)"irル三一峨;､~:二"〃罪''i>SきヌーoG｡n)2／ 、、
／ ‘

PAﾘSg
LFL2,Ac- ･

'V子シ
G｡nJZ必丁汐1

FoW迄1〆1部了,朏'ッ; 『 』〔ﾕ;ﾉ"蕗; 1+jj, |! '/-"! ﾄｲに"| ,-- }/"〆|=jﾉｲM/‘〆〃カ
ハ会”六』ど祢面い乳2, 111縮■皿'司彩、

ス舟■ 烹妻 －65－
劣一



国条件ジャンズ無条件ジャンプを使ったプログラム例

2次方程式の根を求める。なお、実根､虚根により、答の出し方を変える。

●計算式

a"2+b"+c=0の根力は

-b士､r百
ガニ＝

2a

但しD=b2-4ac

、プログラム(皿圓で書き込む）

POH町,MinO1,HLT,MinO2,H町,MinO3, abc入力

2，×,MRO1,=,MinO5, 2aの計算

MRO2,INV"2，－，4，×，
lb'-4｡･の計算

MRO1，×,MRO3,=,MinO4,
へロ

INV〃≧0,GOTbl, D≧OのときLBL1'､

と瑠;MaLBL2,M",挺,÷,MRO5,=,INVMISE,
｜虚根の実数部上MRO4，挺, INV,戸,÷，MRO5,=,

｜虚数部幟示付’INV･nL,INV群， INVSMCE,INVI,INVAIJ;
を繰り返し表示

-篭べこ－－－lmy_m診仙2〆ぞ層ﾉ、ノf)>"剛昌r

砂田M川眺等川04川Vr月|実根，÷，MRO5,=,HIJ,

MRO2，挺，－，MRO4,INV,戸，＝，

｜実根’÷，MRO5,=,HⅣ，

(64s(ノ

bc入力

2a－→MO5

b2-4ac－→MO4

Ye S
MO4≧O？

NO

一一→l LBL2

虎根の実数部

<実数部八、
虐根の虚数部

＜虚数部尺、
LBL1

●プログラム計算(魎団で行なう）

（ | ） （2）

国8回 図2回

6回 26回

｜団→-0.25 89回→－6．5とl .5iを

回→－0．5 約'秒間隔で
交互に表示

７
７

↓
↓

囲
囲
國
團

⑧
２
図
兜

圃
羽 ＜実根表

＜実根表

－66－

番号 問 題
系数

a b C
答

１
１
１

１
２
３

１
１
１

兀
兀
苑

８
２
２

２
２
２

０
０
０

’
一
一
一
一
一

９
８

１
８
９

＋
＋
＋

〃
ガ
ガ

６
妬
朋

十
十
一

８
２
２

6

26

-28

９
８

１

８
９

(-0.25,-0.5）

(-6.5士1 .5j)

（ 7
’
γ）



囮力ウントジヤンプ(ISZ,DSZ)

●カウントジャンプには、ブラスカウントを行なうISZと、マイナスカウントを行

なうDSZがあり、どちらもMOOレジスター(メモリー00番)を使います。

●ISZDSZとも、MOOに「+1」または「－1」をし、MOOが0以外だったら次の
1 ノ

命令を読み、 0だったら次の｜命令(次がアルファ文のときはアルファ文全体）

を読み飛ばします。

●同じプログラムを何回か繰り返す場合(ループと言います)に非常に便利です。

■組み方の例あるプログラムを7回繰り返す。

DSZを使う場合：………7,MinOO,LBL 1 ，………INVDSZ,GOTbl,

一
ムラ

る
グ
れ

口
些
ご

。
一
丁

フ
グ
イ

の
実

間
回

の
７
．

余
、

こ
力6回

MOO=0

6回

MOO=0 ＝0

】【】

7，挺，MinOO,LBL 1 ，……･ ･･ INVISZ,GOTO1 ,ISZを使う場合

弄憎菫壽:篭ムー〉凸

6回

MOO=0 MOO=0 ］O＋1 ） PMC
I

】【】 I

10＝（

↓

〔参考〕カウントの必要なプログラムにISZを使用すればステップの節約になります。

どの塲合必ずMOOメモリーをカウント用にしなければなりまffｽ司
些- _－－－－－－－－-－－－－．－－_＝ －－－－－－

1M+00とすれば表示(Xレジスター)に必ず1が残りますが、 ISZは表示は

前のままでMOO内のみが1増えます［

+tWTT)MCI Ig,W〃'一原I_ | ,H灼○斜A畑"〃ﾚﾀら,"Z
榊乃1, lBLz---

－67－
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囮サブルーチン(GSB)

プログラミングで､一連の計算をする流れを｢メインルーチン」と言い､このメイン

ルーチンの中で必要に応じて使用されるように独立させた部分を｢サブルーチン」

と呼びます。

ひとつのサブルーチンは、メインルーチンのどこで何回使ってもよく、 また、違

うメインルーチンに使用することもできます。

つまり、プログラム中に何度も出てくる同じ計算をサブルーチンとして独立させ、

メインより必要に応じて呼び出して計算できます。

このようにプログラムを組むと、同じ計算を何度もプログラムする必要がなくな

り、ステップが短くなり、害き込みの手数も少なくてすみます。

サブルーチンメインルーチン

４

Ｚ
Ｐ

三
●
●
●
《
｝
同

●GSBR1と組むと、そのステップから他のRIプログラムへジャンプし、そのR!

れると、再

’
プログラムが読まれ(実行され)、そのプログラムが最後まで読ま

びもとのプログラムのジャンプした次のステップへ戻ります。

@R}はPO～P4およびINVP5～INVP9です。

＠GS8円,はプログラムのどの位置にでも組み込めます。

④カッコ内にGSBR1を組んだ場合､サブルーチンプログラムに開i⑤カッコ内にGSBR!を組んだ場合､サブルーチンプログラムに開き

１
１

カッコと対

にならない閉じカッコや、イコールを組むと、メインルーチンのカッコが

閉じられます。

●GSBRに対するR}プログラムが組んでないプログラム計算はエラーとなります。

●サブルーチン内のGoToN,LBLNはそのサブルーチン内のみ有効です。

（メインルーチンのGoTOのジャンプ先をサブルーチン内にはできません）

●サブルーチンの中から他のサブルーチンを呼び出すことは9段まで可能で､それ以

上はGSB命令が無視されます｡(サブルーチンの深さ＝レベルは9段です）

ｉ
ｌ
ｌ
1 － －

－－68－



■サブルーチンを使ったプログラム

例． 40ページの正8面体と43ページの正4面体のプログラムの共通部分をサブルー

チンにする。

正8面体:POH町,MinF,2，×，GSB INVP9,3,GSB INVP8,HIJ, 8st

正4面体:P1 H町,MinF,GSBINVP9, 1 ,2,GSBINVP8,HLT, 7st

サブルーチン: INvP93, INvr,×，MRF, INV%2,=,H口,2,INv,戸,÷， IOst

サブルーチン: INVP8×，MRF, INV苑y ，3，=, 5st

正8面体 正4面体

サブルーチン
PO P1

HLT

MinF

GSBP9

12

GSBP8

HLT

円
３
ｒ
×

Hp

MinF

2

×

GSBP9

3

GSBP8

HⅣ

■■■■■■■■■■

閉
×

I■■■■

■■■■■

正8面体と正4面体を別々に組むと2Ist+20st+2st(PO,P1)=43stですが、上

記のようにサブルーチンを使用すると8st+7st+IOst+5st+4st=34stですみ

ますb

なお、プログラム計算の仕方は42ページ、 45ページと変わりありません。

－69－



間接命令(間接アドレス間接ジャンプ)の使い方

本機にはメモリー番地またはジャンプ先等を間接的に指定するための命令INDがあります‐

間接命令機能は、使いこなすことにより、非常に効率的なプログラムになります。

以下を充分に読んでご理解のうえ、効率的なプログラムの作成にご努力ください。

囮メモリーの間接アドレス

、メモリー命令(X-M,Min,MR,M-,M+)と組み合わせて、M"レジスターを任意に

指定できます。

●INVINDM十〃と組むと、〃番メモリー(M〃レジスター)内の数値で指定された

メモリーレジスターにM+を行ないます。 （マニュアルで操作しても同様です）

●上記M+の箇所に他のメモリー命令を組み込めば､それぞれのメモリー命令を行

なうことができます。

例． 5がMO8に入っているとき、INVINDX-･MO8を読むと､汁MO5が実行される。

、〃は00～79(最大)およびF, IF～7F(最大)です。

●M,"内の数値が0～79以外のときは､負符号を除いた小数点以上の上位2桁が指

定されますが、その数値が設定されているメモリー数以上のときは、間接指定

命令を実行すると蝋MError〃となります。

例' ．－'56がMO8に入っているときINVINDMRO8を読むと､MR15が実行される。

例2.-0.56がMO8に入っているときINVINDMRO8を読むと､MROOが実行される．

囮間接サブルーチン

●INvINDGsBOと組むことにより、00番メモリー(MOO

レジスター)内の数値と同じRプログラムをサブルー

チンとして実行させる命令になります。

例． 3がMOOに入っているとき、 INvINDGsBOを読

むと、GSBP3を実行する。

●MOO内の数値が0～9以外のときは、負符号を除いた

小数点以上の最上桁数値によってRの〃が決まります”

④INvINDGsBOで､該当するRプログラムがない場合

は、 INvINDGsBOが無視されます『

Oが

）とき（
PO MO

3の

P1

IND

非GSBO

P2

P3

P4
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囮間接ジャンプ

●INVIND GoTOn(〃は｜桁)と組むと、O〃番メモリー(MO〃レジスター）内の数値

と同じLBL泥へジャンプします。

●〃は0， 1～9の1桁の数値です。

例． 5がMO3に入っているとき、 INvIND GoTo3を読むと､ GoTO5が実行され、

LBL5へジャンプする。

(MO3内が5の とき）

IND

GOTb3

(膿麓写で）
LBL3

LBL4

LBL5

●M"内の数値がO～9以外のときは、負符号を除いた小数点以上の最上桁が､LBL

〃の〃として指定されます。

例． 0. IがMO5に入っているときINvIND GoTo5を読むと、0が指定されLBLO/~

ジャンプする㈹

●INVIND GoTo〃で、該当するLBL〃がない場合のプログラム計算は< INVIND GoTo

刀が無視されます。

囮間接カウントジャンプ

●INVIND INVISZまたは、 INVIND INVDSZと組むと、00番メモリー(MOOレジスター)内

の数値で指定されたメモリーレジスターに対してISZまたはDSZを行ない、その

内容により、次に来る｜命令(次がアルファ文のときはアルファ文全体)を読み

飛ばすか否かを判別します。

例l .MOO内が5，M05内が100でINVIND INVDSZを読むと…･･MO5内は99になる。

例2 .MOO内が3、MO3内が一｜でINVIND INVISZを読むと…･･MO3内は0、次の

’命令を読み飛ばす。
一一一一一一一一一一

●MOO内の数値が0～79以外のときに指定されるメモリーは間接アドレスの場合

と同じです。
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昌霊となるいいなフロクフム

例1 いくつも入力された数値の中で、一番大きな数と一番小さな数の和と差を

求める。 ("≧F)

■プログラム ■計算フロー

PO 9,EXP,9, 9,MinO2，挺，MinO1ノ

LBL1,MRO1,MinF,AC,HⅣ，

INV〃≧F,MinO1,MinF,

MRO2, INV〃≧F,MRF,MinO2,GOTbl, 20st

P1 MRO1,+,MRO2,=, INV･AL,W,A,

INV;,INVSMCE,INV緋, INVAIJ',HⅣ，

MRO1，－，MRO2,=, INVGnL, S,A,

INV;,INVSMCE,INV緋, INVAIJ;HIJT, 24st

初期値設定

9×'099→MO2

－9×’099→MO1

MO1→MF

テｰｰﾀｰ→％
■プログラム計算

国

データ団

データ団

以下データ団を繰り返す

全部入れ終ったら

回一一→和

回一一→差

Yes
妬≧MF

NO 苑→MO1え－少

兀→MF

MO2→妬

Yes
兀≧MF

MF－クガNO

※P1のフローは略
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例2分類コード(1～9)と数値を入力し、数値をコード別に集計する｡(INp､psz)

■計算フロー圃プログラム

PO INVMAC,

LBL1,AC,HIJT,－， 1，0，=,MinOO,AC,HLT,

1NVINDM+00,GO1bl, |4st

P1 9,MinOO,

LBL1,1,O，－，MROO,=,INV6AL,INV群，

INV: ,INVAIJ',INVINQMROO,

INV@AL,INV;,INV粋， INVAI_I;H町，

PO

メモリー

オールクリヤー

コード

2IstINVDSZ,GO1bl ,
コードー'0→MOO

データ

鷺プログラム計算

国

コード図

データ回

以下コード図データ団を繰り返す

全部入れ終ったら

画………コードlの合計

回………コード2の合計

データー→M十〃

P1

9→MOO

岡………コード9の合計

回8

DSZ
0キ0MO

MOO=0

終
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例3 1～9のメモリーに、順に数値を入れる。その数値を順に表示させる。

■プログラム ■計算フロー

PO 9,MinOO, Wi,,(
－－戸〆＜

LBL1,Ac, HLTfINvIND,MinOO》

INvosz,"GbTim ,1"o:,Wj
互一一廷 ﾛ ﾍ

甥p理’
M2"MMROO, |N""!"?

INVP"GoTO2, |7s(

・フ

エgP'・ 7唇告

HM(7
I

PO

ｊｒ
ご
定ｒ

－
６

ｕ
〆
グ
ー

可
ム
ー

１
Ｊ
一
一

チ
ノ

1 ． ，－－

-弐一 ’ ’

感q

9→MOO

主
に

』
〃

、
ノ
、

一
望
画
、

ｌ
／
、
Ａ

『
ｊ
Ｊ

、
６
０
，
Ｊ
《

彦
匡
ス

ー、１１ 一一

ｱ痕 ,靴］

夕

8回

データー→M〃

■プログラム計算

Fm

データ①岡

データ②閲

DSZ
MOO*0

MOO=0

9→MOO

データ⑨岡……データが1秒間隔

で順に表示される
一

戸
差

、
，
’
一
一

厘
〕

ロ

、
’
１
Ｊ
↑

データ8回

pSZ
MOOキ0

MOO=0

終
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例4 10進一→16進相互変換

■プログラム
／ 、、

辮藍:::脇柵脇Ⅲ剛:繍隠剛,,“
§ﾉ IOst

色′ L 』
,"1NVP80,MinOO, (( ,

1 参/

LBn,INVISZ,((,((,MRO6,÷,MRO9, )),MinO6,INVFRAC,×,MRO9,

)) , INVIND,MinOO,MRO6, INVINT,MinO6, INV"-0,GOTb2,GOIbl,

LBL2, INVIND,M+00, (( , INVIND,MROO，×，MRO8,)),INvDsz,GoTb2,

÷，MRO8, )) , 38st

※このプログラムは-655359≦'0進≦lO48575(-9FFFF≦|6進≦FFFFF)の変

換ができ、国キーを'0進ぐ→'6進の変換キーとして他の関数キーと同じよう

に加減乗除算に使用できます。

■プログラム計算

’0進の’234は…･･･…'6進で4D2

1234回画一→4!13IO2

'0進の-600000は…･･･ '6進で-927CO

600000図同国－－9IO2IO7; 12100

'6進のA2B3は･･……･ 10進で41651

10102111103a-→41651

'6進の3FC5+77EDは……|6進でB7B2

3il512IO5圃囹7IO7114113画目回画一→11IO7i l l IO2

－75－

10進 16進 '0進 16進

０
１
２
３
４
５
６
７

00

0I

02

03

04

05

06

07

８
９

０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

肥
的
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ



■計算フロー

" 10進→16進 サブルーチン

|:壼二髪で説明

定
９
８

凡
又
Ｏ
Ｏ

催
荊
荊

期
６
０

初
ｌ
川

00カウント

０
０
０

０
０
０

Ｍ
Ｍ
Ｍ

↓
↓
↓

Ｉ
２
３

１
２
３

０
０
０

Ｍ
Ｍ
Ｍ

↓
↓
↓

２
３
５

り
り
り

余
余
余
へ

３
５
０
－
↓
２

９一
一
一
一
一
一
肌

６
６
６
Ｌ

●
一
●
●
｜
●
●
一
●

０
３
５

０
９

５
余り計算

余り→Mn

｜サブルーチンP8サブルーチンP8

NO
整数部は0か

Yes

16進→10進 5×100 2→MOO

（5×lOO+13)×IOO I→MOO

|(5×IOO+13)×lOO+121×lOO O→MOO
丁

繰り返しを終る

｜
和
桁

表
の

表示のため

の桁送り

底Z－－フ
’

全部終っ

たか？

NO/全

Yes

桁送り修正 {（5×IOO+13)×IOO+12}×lOO
lOO

－76－

初期値設定

'00→MO9

'6→MO8

サブルーチンP8



「

■

番官丸め

関数計算

sin cos tan sin! coS! ta3

sinhcoshtanhsinh!cosh! tanh!

log ln lox exF雄兀2 エノ

R･P P･R

》
一
●×

％
一
ｊ

＋
二

､rW Xも

結果が小数

で有効桁数

'0桁以上の

とき

(整数)竪数
●内部演算仮数部'2桁

但し’ 1桁目と12桁目が

92～99のとき切上げ

例I .23456789092→｜ 、23456789100

01～07のとき切捨て

例1 .23456789106→｜ ，23456789100

08～91のときそのまま

統計計算

メモリー計算

10桁

小数第1位

切上げ．

表示

'0桁(内部も10桁）

表示

| |桁目四捨五入(内部はそのまま）

GoToGSBのンヤンフ

GOTOの場合は、そのス

テップより前へLBL"

を探して行き、その

プログラムの頭まで

探してなかったら、

飛出したステップに

戻り、そこから後へ

再度探します。

※LBL〃はGOTb〃の前

にある方が、後にあ

る場合より演算実行

時間が短くなります。

GSBの場合は､書き込

まれているプログラ

ムの最初へ戻り、そ

こから後へRを探し

て行きます。探して

いたRがあったら、

そこから違う同に当

るまでを実行し、終

ると、飛出した次の

ステップに戻ります。

※サブルーチンは、レ

ベルの深いものを先

に書き込んだ方が演

算実行時間が短くな

ります。

P1 争
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
◆
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｉ

① P5

110

GSBPO

PO ｒ
実
行

P8 1 o
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~尋

…
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関数名 入力範囲 答の精度

sIn"cos象旧nX

sln
－1
"COS

tan-'z

Io9"Inx

'0

e
エ

エ

－1
工

sInhXcoshx

tanhz

●

sInh-
I

COSh-

tanh_

/~王

工

工

工

y

靴

2

股

Z！

Ｐ
Ｒ

↓
↓

Ｒ
Ｐ

I

X

I
Z

工

|X|<1440｡ (81rrad､ l6009ra)

|工|≦I

x＞0

x＜lOO

兀≦230

|刀|≦230

|妬|≦'0

｜≦妬≦’0

|xl<I

x≧0

99

99

"<Oのときりは整数

"<Oのときりは奇数

| JRr l<I0

xキ0

50

O≦工≦69（自然数）

､/~元ヰ~F<I0
100

lel<1440。 （8万rad､ |6009ra)

仮数部'0桁目±I

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

'0進数→60進数
±277777以内で、かつ度･分･秒の

各桁の合計が8桁以内
〃



I

型 式=FX-602P

演算部

基本計算機能：負数・指数・カツ．（| ｜レベル･最大33重）を含む四則計算(加減・

乗除の優先順位判別機能つき)、および四則定数計算

組込関数機能：三角・逆三角関数(角度単位は度・ラジアン・グラジアン)、双曲線・

逆双曲線関数、対数･指数関数、逆数、階乗、開平、2乗、べき乗、べき

、乗根、 ｜O進<→60進、座標変換(R→P、P→R)、絶対値、整数部除去、小

数部除去、割合･割増し・割引き・比率・変化率、乱数、万

統計計算機能：標準偏差(2種類)、平均、総和、平方和、データ数

メモリー：5キー方式独立メモリー22組～最大88組(不揮発）

計算範囲：±｜×'0-99～±9.999999999×'099および0，内部演算は仮数部'2桁

小数点方式：完全浮動小数点方式(工学浮動小数表示可）

四捨五入：有効桁数指定または小数以下桁数指定による四捨五入

プログラム部

ステップ数： 32～最大512ステップ(不揮発）

ジャンプ機能：無条件ジャンプ(GoTo)最大IO対

条件ジャンプ(〃=0％≧0"=F〃≧F )
、 、 、

カウントジャンプ(ISZ、DSZ)

サブルーチン(GSB)最大9組､深さ(レベル)9段

組込プログラム数：最大'0組(Po～P9)

チェック・編集機能：プログラムのチェック、デバッグ、削除、追加等

間接指定機能：メモリーの間接アドレス、間接ジャンズ間接サブルーチン等

その他機能：マニュアルジャンプ(GoTo)、プログラムの一時停止(PAUSE)、書き込み

チェック中の命令表示とステップ数表示、パスワード付プログラムも可、カ

セットテーフ入出力用アダプターFA-1(別売)接続可

－79－



共通部

表示桁数および方式：仮数部'0桁(負符号含む)、指数部2桁、液晶表示

60進数表示可、 INV､hⅦ、K､Ⅲ､RUN､WHT、PCL、DEG、RAD、GRA、ALNIAの各状態

表示付

文字表示機能：プログラム命令表示、コメント表示等を最大| |文字表示

使用可能文字：アルファベット大文字･小文字、数字、記号、特殊文字等全86文字
一A浄唾堤『‘ ‘,｡第生,I

エラーチェック機能： ’0'00以上および計算不能･ジャンプ等不能をチェック蝋Error"表示

電 源： リチウム電池(CR-2032)2個使用

消費電力：本体のみ0.0018W、アダプターFA-1連動で0.0024W

電池寿命：連続使用本体のみで約660時間、FA-1連動で約500時間

オートパワーオフ：操作完了後約6分で自動電源オフ

使用温度:0｡C～40｡C

大きさ･重さ：幅71奥行'41 ．2厚さ9.6mm、 |009(電池込み）

付属品： リチウム電池(CR-2032)2個内蔵、プログラムライブラリー、手帳

型ケース
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Ｉ

I

FA-1の取扱説明書は「カシオFX-501P/502P」 との連動について書かれていま

すが、FX-601P/602Pに対しても、基本的には同様に使用できます。 しかし、よ

り使いやすく、よりわかりやすくするために、以下の点において改良・変更が行

なわれておりますので、ご注意ください。

！
Ｉ

囮｢プログラム｣および｢メモリー｣の記録､再生、チェックについて

①プログラム内容とメモリー内容の同時記録、同時再生ができます。FX-501P/

502Pではプログラムとメモリーの両方を同時に記録したり、再生することは

できませんが、FX-601P/602Pではこれが可能です。

園プログラムとメモリーの同時記録(計算機→カセット)の操作

睨豐四目閑』鰯一驚鵲無…”
悪プログラムとメモリーの同時再生(カセット→計算機)の操作

皿回回四□□口胃劉_ト 回國
↓ 一一 ～､~､~、ファイル名 昔ここがプログラムのみの再生と違います。

．PCL"点灯
約31秒以内で再生完了です。

※同時再生の場合は、回函(プログラムオールクリヤー)の必要はありません。 また、 FX-602P

の場合は、 「プログラムとメモリーの分割設定」もテープから自動で設定されます。

⑧FX-602Pで、メモリー分割指定の1桁目が4(皿日回回、回回､…･固回、回回)の状態

で記録したテープは、同時再生またはメモリー再生を行なったとき「MError」となりま

すので、記録する前に「1桁目を4以外の数値｣に指定変更を行なってください。

②ファイル名として、数値3桁の他に｢6文字以内のアルファ文｣が使用できます。

FX-501P/502PではファイルNo.として3桁の数値を使用しましたが､FX-601W602P

ではファイル名としてアルファ文字(6文字以内)も使用できます。

〈例＞ファイル名｢ABC-3」をつけてプログラムのみを記録

魎回回函回繼甲専甲自画皿鑑嘉騨_ﾄ回

I

１
１

’

|’

1 〕

アルファ文

③記録･再生中の表示およびそれらの完了後の表示がわかりやすくなりました。

FX-501P/502Pでは、記録中はファイルNo.を表示せず(再生中のみ表示)、記録お

よび再生の完了は｢0.｣表示ですが、 FX-601P/602Pでは、記録中、再生中ともフ

ァイル名を表示し、それらの完了は、直前の状態表示に戻ります。

I
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GFX-501P/502PとFX-601P/602Pのコンパチビリティについて

●FX-501P/502Pで開発したプログラムは、容量以内であればそのままFX-601P/

602Pに利用できます。 （上位コンパチブル）

ただし、メモリー番地の違い(FX-602Pは必ず2桁番地となる)にはご注意くださ

い。

なお、カセットテーブを利用した場合は下図のようになります。

3 1

○は通常通りに再生できます。

⑨ブロク’ラムは'28ステップ以内、メモリーは｜ |組以内です。

⑧602Pのステップ数を|28ステップ以上に設定する。

CI28ステップ以内のブロク．ラムのみ再生可能。 また、メモリーはl l組のみ再生し

「OPError｣で再生終了となる。

O602Pのメモリー／ステップ数設定をMOO～M67、 |28ステップ(回口日日）に指’

定する。

Cl28ステップ以内のプログラムのみ再生可能。 また、メモリーはl l組のみ再生し、

「OPError｣で再生終了となる。回口日日の状態でプログラムとメモリーが同時

記録されたテープのみ、同時再生可能。ただし｢OPError｣となる。

⑮602Pのステップ数を256ステップ以上に設定する。

⑥同時再生以外は、再生される602Pのメモリー／ステップ数設定を、テープに記

録したときと同じ状態にする。

、上記矢印以外はできません。

鳥 I

テープ テープ

<例> 502P→602P→502Pは、 602P→502Pが不可能です。
1
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カシオ 酉計算機株式A社営業本部
東京都新宿区西新宿2－6 新宿住友ビル
（〒|60) 603-347-481 1 (代表）
カシオ計算機サービスセンター
旭川 0166-23-8580〒070旭川市七条通り 8 丁目

札幌OI I-231-2343〒060札幌市中央区南一条西12丁目
釧路0154-24-8575〒085釧路市光暘町 6 － 7

青森0177-22-7466〒030青森市勝田 2 － ’ － 12
秋田 0188-63-7690〒OIO秋田市山王 2 － ’ －40

盛岡 0196-24-2502〒020盛岡市本町通り 3－19－6

仙台0222-27-1404〒980仙台市一番町2－3－32

山形0236-42-8018〒990 山形市あこや町3－’2－9

郡山 0249-33-5172〒963福島県郡山市香久池2－l6－6

宇都宮0286-34-0395〒32O宇都宮市西大寛2－ 1 －3
前橋0272-53-3000〒371 前橋市元総社町92－ 5
水戸0292-25-6985〒310水戸市中央 1 － 2 －20

埼玉0486-66-8567〒330大宮市大成町 ｜ － ’ 8 1

千葉0472-43-1751 〒280千葉市登戸町2－2 7 6

東京03-862-4141 〒lOl 千代田区神田佐久間町2－23
東京03－583－41 1 1 〒'06港区六本木2 － 3 － 6

城南03-787-3721 〒l45大田区上池台 1 － 1 －6
城西03-376-3221 〒l60新宿区西新宿4－2－18
多摩0425-23-3531 〒190立川市錦町 3 － 2 －25
横浜045－21 1－0821 〒23I 横浜市中区弁天通り 6－85
平塚0463-23-261 1 〒254平塚市新宿 1 1 9 6
新潟0252－41－4105〒950新潟市米山 3 － ’ 一 5
長野0262-28-9360〒380長野市岡田町 30 － 20

甲府0552-37-6371 〒400 甲府市城東 2 －22－ ｜ ｜
沼津0559-22-8928〒410 沼津市高島町 8 － ｜ ｜

静岡 0542-81-8085〒420静岡市西中原 ’ －4－35

浜松0534-64-1658〒435浜松市西塚町 3 2 4

豊橋0532-53-2515〒440豊 橋 市 色 町 5

名古屋052-263-0454〒460 名古屋市中区栄4－6－’5

岐旱0582-62-0145〒500岐 阜 市 臓 見 町 8

三重0592-27-5066〒514津市鳥居町 1 9

富山 0764-22-2251 〒930富山市白銀町 2 － ｜

金沢0762-37-851 ｜ 〒920金沢市諸江町下丁93－ 1

京都075-351－’ 161 〒600京都市下京区五条通り堀川東入ル

大阪06-362-8182〒530大阪市北区南森町2－ ’ －20

大阪北06－314－2681 〒530大阪市北区小松原町2－4

大阪南06-632-2151 〒556大阪市浪速区日本橋3－3－5

奈良0742-24-381 1 〒63O奈良市西木辻町2 0 0－6 2

和歌山 0734-31-7807〒640和歌山市九家の丁 5

．神声｡78-392-"2，〒65･神戸市中央区北長狭通"‘-‘-'@
岡山 0862-41-8471 〒700 茜 空

松江0852-25-131 1 〒690松江市嫁島町 I 7 3

福山 0849-24-2830〒720福山市南本庄町2－ ’ 3 0

広島082-263－'090〒730広島市稲荷町 4 － ｜

山 口 0835-22-6164〒747防府市戎町 l － l0－ l6

高松0878-62-5240〒760 高松市亀岡町 9 － 16

松山 0899-45-2234〒790松山市平和通り 1 － 1 －5

福岡 092－41 1－2684〒812福岡市博多区博多駅南1－2－15
長崎0958-61-8084〒852長崎市宝栄町 2 － 26

熊本0963-67-0650〒862熊本市健軍4 － ’ 一 5
鹿児島0992-56-3575〒890鹿児島市上荒田町30－18

ノ

1

｜ 、
b 夢
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■プログラム内容の記録および再生中の表示

PFY胆四EE (ﾌｧｲﾙ名:ABCDEFの例）
スペースファイル名

■メモリー内容の記録および再生中の表示

DF－－－123.
（ファイルNo. 123の例）1 f

ファイルNo．

』

■プログラムとメモリーの同時記録および同時再生中の表示

AF-,-ABC－今 （ﾌｧｲﾙ名:ABC-4の例）
ファイル名

●記録および再生の完了表示は、回國または回四と押す直前の状態表示(皿回

または皿①と押したときの状態表示)に戻ります。

④記録および再生が正常に行なわれないときは｢OPError｣と表示します。

FX-501P/502Pで記録および再生が正常に行なわれないときは「E」表示となり

ますが､FX-601W602Pではこの場合｢OPError｣(オプション連動エラー)と表

示されます。

③FX-602Pで再生される計算機のプログラムステップ数の設定が､テープに記録されて

いるステップ数より少ないときは、 「OPError｣を表示後、プログラムオールクリヤー

になります。

これがメモリーの場合は、 「OPError」を表示しますが、設定数までのメモリー内容

が計算機内に再生されています。

圃音楽機能について

①曲のテンポの設定数値が変わります。

Fメモリーにセットするテンポ数値がFX-601W602Pの場合は下表のようになり

ます。

一

②付点音符は回(小数点)でなく目(タイ)を用いて組み込みます。

FX-501W502Pは付点音符に回が使用できますが、FX-601W602Pでは回が使

えません。 したがって、タイ(目キー使用)で組むことになります。

〈例> J).はj-)(皿自回)と組みます。

7 1

〃

－82－

Fメモリーの値 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

曲の速さ(J=) 40 80 120 160 200 240 280 320 360 400
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